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懇耗蓉聴 ぽ警暴
副 管長

ゴー ドン ・B・ヒ ン ク レー

最
近 の こ とです が，私 は仕 事 を終 え，

家 で テ レ ビの ニ ュー ス番組 を 見て い

ま した。 どの ニ ュー ス も争 い，悲 しい出 来

事 ，圧 制 な どを伝 える もの ばか りで した。

私 は テ レ ビの ス イ ッチを切 り， 居 間の ピ

ア ノの所 に置 い てあ った 讃美 歌 を手 に取 っ

て， 昔パ ー レー ・P・ プ ラ ッ トが書 いた 素

晴 ら しい歌詞 を読 みま した。 これは私 が 感

じて い るの と まっ た く同 じ気 持 ち を歌 いあ

げて い ます。

「来 ませ王 の 王 待 ち に待 て り

か ば いて 自由 人 に与 う

イス ラエ ルの 民 い ま集 め たま え

地 は 火 によ り

正 義 を もて
み よ

御代を喜びて

』き
よめ た まえ

世 を治 む る

聖徒 らう たわ ん」

(讃 美歌28番)

私 が 心 か ら確 信 してい る ことの ひ とつ に，

主 の再 臨 があ ります。 教会 本部 ビルの ロ ビ 、

一 の東 側 の壁 に1復 活 した主 が11人 の弟 子

たち に最 後 の指 示 を与 え て いる時 の様子 を

描 い た， 美 しい感 動 的 な絵が 飾 ってあ りま

す。 主 は こ の時使徒 た ちに 『「あ らゆ る国民，

部 族， 国 語， 民族 」 に福 音 を宣べ伝 える と

い う， 彼 らの前 途 に横 たわ る責 任 につ いて

教 え られ ま した。

「こ う言 い終 る と
， イエ スは彼 らの見て

い る前 で天 に上 げ られ， 雲 に迎 え られ て，

その姿 が 見 え なくな っ た。

イエ スの上 って行 かれ る時 ，彼 らが天 を

見つ め てい る と， 見 よ， 白い衣 を着 たふ た

りの 人が ， 彼 らの そば に立 って いて

言 った，『ガ リラヤ の人 た ちよ，な ぜ天 を

仰 いで立 って いる のか。 あ なた が たを離れ

て天 に上 げ られ た この イエ スは， 天 に上 っ

て行 か れ るの をあ なた がた が見 たの と同 じ

聖 徒の道/1982年10月 号 1



□
□

□

□
□

口
□

ロ
ロ

ロ
ロ

ロ
ロ

ロ
ロ

ロ
ロ

ロ

ロ
ロ

ロ
ロ

ロ
ロ

ロ
ロ

ロ
ロ

ロ
ロ

ロ
ロ

ロ
ロ

ロ
ロ

ロ
ロ

ロ

ロ
ロ

ロ
ロ

ロ
ロ

ロ
ロ

ロ
ロ

ロ
ロ

ロ
ロ

ロ
ロ

ロ
ロ

ロ
ロ

ロ

ロ
ロ

ロ
ロ

ロ
ロ

ロ
ロ

ロ
ロ

ロ
ロ

ロ
ロ

ロ
ロ

ロ
ロ

ロ
ロ

ロ
ロ

ロ
ロ

ロ
ロ

ロ
ロ

ロ
ロ

ロ
ロ

ロ

ロ
ロ

ロ
ロ

ロ
ロ

ロ
ロ

ロ
ロ

ロ
日

ロ
ロ

日
口

口
□

ロ
ロ

ロ

ロ
ロ

ロ
、

口
□

ロ

ニ瀞鍾刃"，ゆ婁南●

●
●

●

●
●
●

●
●
o

●
●

●

●
●
●

●
●

●

●
●

●

●
●
●

●
●

●

●
●

●

●
●
●

●
●

●

●
●

●

●
o●

●
●

●

●
●

●

●
●
●

●
●

●

●
●

●
●

●
●

●
●

●

●
●

●

●
●
●

●
●

●

●
●

●

●
●
●

●
●

●

●
●

●

●
o●

●
●

●

●
●

●

●
●
●

●
●
o

●
●

●
●

●
●

●
●

●

●
●
o

●
●
●

●
●

●

●
●

●
●

●
●

●
●

●

埋

「ロ

ノ
c、

面槍駒ゆ麺

醒
.i蕪

需
蘇

懸
鐸

灘
藍
騨

暴
灘

轟
毒

琴
輔

蓮

1難
難
糞
§馨
褻
懇

閣
：
33題

。
1!鰻

惣
嘉

禦
X観

→
く

桶
凄

ゆ
"。

冊
ト
ノ

猟
申

賦
9寧

樹
喫

蘇
田
：
?乙

9和
和
q惣

刃
靭

⊃
⊃

曜
喫

⊃
罵

ゆ
ぐ

想
ぐ
e将

飴
K屡

巾
10

la驚
難

謎
難
1迭

難
f藻

離
811鱒

1
備
1喫

逗
駒

穏
製
e刃

喫
桶

心
・
<■

相
⊃

継
ぐ

£
ひ

縫
申

【
：
D惣

1β
麺

備
麺

皿
〆

縫
円

.o髄
翠

二
H柵

〈
稗

罵
、

鳴
縫
e.価

"ゆ
ト
ノ

縫
楚

勾
.舶

旨
廿

卜
副

勾
v→

く
.飛

二
蚕

駒
・
・

惣
e鑓

ゆ
1111症

ぐ
如

㎏
ト」

r瞠
旧

》
罵

£
潟
崇

⇒
1コ

む
冥
9畏

膜
驚

・
・
ee繧

謹
惣
b》

叶
送

一
睡
"想

鶯
串

ム
面

髄
⊃

》
鵠
e駒

惚
L9窒

陛
?Qe杓

縫
喫

ゆ
潮

卜
Je製

.蕪
悦
o曾

樽
越

想
誓

二
e〉

》
想

申
o惣

燃
11110蝋

廼
ev価

麺
露

箱
々

・く
癬
`3督

ロ

四
e十

く
展

ぐ
⊃
'9喫

最
'田

勧
掴

禦
采

。
⊃
e割

卜」
⊃

如
(ミ

。
慰

e※
恒

想
亭
Hr些

桶
寒

讐
ウ
r1製

'o

曲
、

桶
二

臥
穏

惣
".の

.⊃
舶

鋤
掲
幾

驚
き
鰻

雑
曲

惣
駆

嗣
.◎

⊃
掴

歪
一

釦
む

翠
e刃

選
e些

・
桶
e2・

纂
○

曲

想
且

鴇

麟
→く

罵
》

魯
額

ρ
£

曲

如
。

縫
e

幻
9恒

り

来
楚
.惣

猟
ケ
o惣

証
ζ

ゆ
唄

曲
梱

鯉
.二

酬
鍾
b十

く
葡

田
惚

ト
ノ

榔

.窒
…日

⊃
輔

橿
如

奮
1目

)
ゆ

訳
。、

で

崇
惣

ぐ
o

e嘲
⑩

趣
田

。
槍

如

罵
e<㌍

ト
ノ

鴫
繭

幡
麺
e'kv

盤
製

繹
々

榊
想

e坤
題

圃
刃

余
卜」

・
。

ゆ
⊃

十

鍾
鍾

恒
梅

瀞
姻

固
2桶

農
惣

議

醜
慧

鰭

Kひ肝ヤ鍾凄飛恒

e"



ロロ ロロロ ロロ ロロ ロロロ ロロ ロロ ロロロ ロロ ロロ ロロロ ロロ ロロ ロロ ロロロ ロロ ロロロ ロロ ロロ ロロロ ロロ ロロロロロ
ロロ ロロロ ロロ ロロ ロロロ ロロ ロロ ロロロ ロロ ロロ ロロロ ロロ ロロ ロロロ ロロ ロロ ロロロ ロロ ロロ ロロロ ロロロ ロロロロ

ロロ ロロロ ロロ ロロ ロロロ ロロ ロロ ロロロ ロロ ロロ ロロロ ロロ ロロ ロロロ ロロ ロロ ロロロ ロロ ロロ ロロロ ロ[コロ ロロロロ

わ な い人 は再 臨 の時， 焼 き尽 くされ て しま

うで し ょう。 その 日は裁 きの 日，善 人 と悪

人 をふ る い分 け る 日だか らで す。私 の考 え

で は，再 臨 の 日について 述べ られているほ ど

恐ろしい出来事 があった 日は ，地球 の 歴 史の

ど こを見 て もない と思 い ます。 その 日は 自

然が 前代 未聞 の猛 威 をふ る い，地 上 の諸 国
きよう じ

と悪 しき人 々 にと って はかつ て ない 凶事 の

日，義 人 に は至福 の 日とな るこ とで し ょ う。

大 い なる恐 怖 が地 に満 ち， 天変 地 異 があ

り， 人々 は 泣 き悲 しみ， た と え悔 い改 め を

口 に して も受 け 入れ られ る こ とは な く， 主

に憐 れみ を求 め て叫 ぶ 日となる で し ょう。

しか し その 日は， 主 がみ 使 いや， エ ル サ レ

ムで共 に時 を過 ご され た使徒 た ち，復 活 し

た人 々 と共 に来 られ るの です。 主 の み ここ

ろ にか な った行 ない を して きた 人々 には感

謝 の 日とな るこ とで し ょう。 ま た，義 人 た

ちが開 かれ た墓 か ら出て 来る 時で もあ りま

す。 そ して， サ タ ンが 縛 られ， 主 が御 自分

の 民 を統 治さ れ る1千 年 ，・す なわ ち福千 年

が幕 を開 ける ので す。 皆 さん は邪悪 な敵 の

力 が封 じられ る この素 晴 ら しい時代 を想像

す る ことが で き ますか。 今皆 さん を取 り囲

む サタ ンの 力 と， それ が消 え失 せ る時 の平

和 な状態 を考 えて みて下 さい。 今地 には争

い と罪悪 が あ ります が， や がて 平和 と愛 の

時が訪 れ る ので す。

皆 さ んは今 私 が話 してき たす べ ての こ と，

また聖 典 に記 さ れて い る事 柄 につ いて も，

もっ と多 くの こ とを御 存 じだろ う と思 い ま

す。 た だ， これ らの将 来 の 出来事 に対 す る

信仰 と確信 を新 た にす る意味 で繰 り返 させ

て い ただ き ま した。

これ らの出 来事 が いつ起 こるか，を理 解 す

るに は， 多 くの 自己訓 練が 必要 で す。 また

この 自己訓 練 は福音 の 原則 に従 っ た生 活 を

す る上 で も不可 欠 の もの です。

私 たちの 多くは これ らの 出来事 につい て

いつ も考 えて いる わけ では あ りませ ん。確

か に， それ が いつ起 こるか正 確 な時 を知 る

方法 は ない の ですか ら， それ は それ で良 い

と思 い ます。 それ よ りも，生 き て主 の再臨
またた

を迎 え た時 に，瞬 く間 に身 を変 え られ ，朽

ち る体 か ら不 死不 滅 の状 態 にな れ るよ う，

毎 日の生 活 を送 る こ との方が 大切 で はな い

で し ようか。

また，再 臨 の前 にこの世 を去 らなけ れば

な らな い として も，生 前主 の教 えに従 って

いれ ば，復 活 の朝 によみ が え り，素 晴 ら し

い経験 を す るこ とが で きます。 それ は約 束

の福 千年 の間 に救 い主 と共 に暮 ら し，働 く

人 々の た め に備 え られ た もの です。 私 たち

は主 の再 臨 の 日を恐れ る必 要 はあ りませ ん。

教会 が 設立 され た 目的 は，神 の王 国の会 員

が，地上 に天 の王 国が 築かれる時 に，そ この

住 人 となれ る よ う励 ま し，機 会 を与 え るこ

とにあ ります。 次 に， もし皆 さんが 実際 に

行 な うな ら役 に立つ と思 わ れ る事 柄 を2，

3話 した い と思 い ます。

予 言者 ミカは 「人 よ， 彼 は さき によい事

の なん であ るか を あな た に告 げ られ た。主

のあ な た に求 め られ る こ とは， ただ公 義 を

お こな い， いつ く しみ を愛 し，へ りくだ っ

てあ な たの神 と共 に歩む こ とで はな いか」

と宣 言 して い ます。(ミ カ6：8、)こ れ は実

に含蓄 の あ る言葉 で す。 こ こで は 「いつ く

しみ を愛 す る」 と いう点 に絞 って 話 を進め
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て いき たい と思 い ます。例 と して，私 が ひ

と りの若 い女 性 か ら受 け取 った手 紙 を少 々

引用 したい と思 い ます。 彼女 は扶 助協 会 の

会長 として この 愛の 活動 に携 わ っ てい ます。

「きの うは福 祉援 助 を必要 とす る人 のた

めの 食料 品選び と， そ の配達 でほ とん ど1

日を過 ごし ました。 ふ た りの 人 を訪 問 しま

したが， その 内の ひ と りは とて もかわ い そ

う な人で す。 彼女 は何 年 も前 に火事 で頭 に

ひ どいけ が をし ま した。何 度 も何 度 も手術

を受 け，いまだに頭の皮 を縫 い合 わせ てい る

状態 です。・『夫 の方 か ら話 が あ って離婚 とな

り，4歳 の娘 さ ん との生 活 を支 え， ま た手

術 を完全 に終 え，栄養 士 にな るた めの学 校

に復 学 す るまで は と， どん な安 い賃 金 で も，

とにか く仕事 が あ れば それ を して頑 張 って

い ます。 自動 車 は持 って いませ ん。 この広

い にぎやか な街 を 自転車 だけ で走 り回って

い ます。 後 ろ に小 さ な子 供 を乗 せ て， 冬 の

間 もず っと 自転 車 で した。 小 さ な仕 事 を求

め， あ ち らこち ら と1日 中，50キ ロ近 くを

自転車 で 走 った こ と もあ る そう です。

1週 間前，自転車に乗 っていて凍 った地 面

の所 で ス リップ し，頭 を強 く打 って脳 しん

とう を起 こして し まい ま した。 それ で も医

者 に払 うお金 が な い と言 って，病 院 に行 こ

う としな いので す。 妹 と いう 人が気 がっ い

て，病 院 に連 れ て行 くま では， 苦 しみ なが

ら，ず っとアパ ー トにい た ままで し た。 彼 .

女の お母 さん もあ ま り豊か で な く， ほ とん

ど助 け らしい助 け をす る こ とがで き ませ ん。

た また まホー ムテ ィーチ ャー が訪 問 し，彼

女 の状 態 を知 りま した。私 も扶 助協 会 の会

長 と して 彼女 の アパ ー トを訪 ねて み ま した

が ，薬 ， お金 は も ちろん， ひ と切 れ のパ ン

もな い有 様 で した。 それ で きの う， 食料 品

と薬 を届 け たわ け です 。 こうい う苦 しい生

活 を してい る 人た ちの ため に， もっ と役 に

立 ちた い と思 い ます。」

いつ く しみ を愛 し，主 の戒 め に従 って 自

分 の財 物 を この王 国の ため に捧 げ て下 さ い。

ここで もうひ とり， 子供 の 頃 は貧 しい生活

を して い たの です が， 長 じて裕 福 に な った

ひ と りの 人の証 に関 して お話 し たい と思 い

ます。 そ の 人は聴 衆 の前 に立 ち， こう証 し

ま した。

「子 供 の頃 ，夏 にな る と私 は柔 らか な木

の枝 を 口に くわ えな が ら草 の上 に寝 こ ろん

で， 両親 が 言 って いた天 の窓 は一 体 ど導に

あ るのか と， 空 を眺 めて い た ことが よ くあ

ります己雲 の 中には 見 えず， き っ と青 空 の

中 の どこか にあ る に違 いな い と思 いま した。

ま た， ど う した ら天 の 窓が 開か れ，・ボ ー イ

ス カウ トの制 服 や小 馬， 自転 車 を手 に入れ

る こ とがで き るの だろ うか と考 えた こ と も

あ ります。 そ う いう物 はつ い に手 に す るこ

とが でき ませ んで したが， 自分 と同 じ ワー

ド部 の善 良 で 物惜 しみ を し ない会 員 た ちが

示 して下 さ る親切 の 中 に， 天 の窓 が 開か れ

る とい うこ との本 当 の意 味 を見 い だす よう

にな りま した。」

最 後 に， この一 般 的 なテ ーマ に関 して，

あ と幾 つか 啓示 の言 葉 を読 ん でみ たい と思
もっ なんじ おもい

い ます。 「絶 え ず徳 を以 て 汝 の 想 を飾 る べ
しか

し」 とい う戒 め に対 して ， 「然 る 時 は， 汝

の 自 ら信 ず る こ と神 の 前 に 強 くな りて」

とい う約束 の 言葉 が あります。(教義 と聖 約

121：45)私 は こ の聖 句 につい て，今 まで随

4
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もうひとつ

頭に浮かんでくるのは，

いつか神のみ前に

憶せず立てたとしたら，

これに勝る喜びは

ないだろうということです。
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分考 えて きま した。 私 は これ まで合 衆 国 の

大統 領 を初 め世 界 各国 の数 多くの指 導 者，

統 治者， 政 治家 に会 う特権 に恵 まれ てき ま

したが ， この よ うな 人々 の前 に憶 せ ず立 つ

こ とが で き る とい うのは， 自分 に対 する 自

信 をつ け させ て くれ る もので す。 そ の こと

を思 う時， もう ひ とつ 頭 に浮 かん で く るの

は， いつ か神 の み前 に憶 せ ず立 てた とした

ら， これ に勝 る喜 びは ない だろ う とい うこ

とで す。

主 はこのように続 けて お られ ます。 「聖 霊
と も しやく

は常 に 汝の伴 侶 とな り， 汝 の笏 は真 理 と正

義 の変 る こ となき 笏 とな り， 汝 の支 配 は永
し

遠 の支配 とな りて 強い らるる こ とな く永遠

に汝 に流れ 込 まん。」(教 義 と聖 約121：46)

これ には，義 人 と悪 人をふ り分 け る ため に

主 が来 られ る あの 大 いな る 日の こ とが 付随

的 な要 素 と して含 まれ て く ると思 い ます。

兄弟姉 妹 の皆 さん， 私 は啓示 され た主 の

み 言葉 を信 じつつ ， これ らの事 柄 を証 した

い と思 い ます。 また私 たち一 人一 人が，再

臨 の大 い な る恐 るべ き 日を恐 れ た り， 心 配

した りす る必要の ない生 活 を，今 この地上 に

お い て送 る こ とがで き る よう，心 か ら祈 る

もの です。

私 た ちが真 理， 平 和， 道徳 的 な強 さを求

め るな ら，神 は祝 福 を注 い で下 さい ます。

いつ とい うこ とはわ か りませ ん が，朝 日が

間違 い な く昇 るよ うに， 主 は必 ず来 られ ま

す。 へ りくだ り， イエ ス ・キ リス トのみ名

によ って祈 る もの です。 アー メ ン。

盈
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19
80年9月 ， 私 た ちは長 い祈 りと計

画 の後 に， 新 しい ステ ーキ部 セ ン

タ ーの建 築 プ ロ グラ ム をス テー キ部 会 員 に

発表 しま した。 建築 には 多額 のお 金が 必要

で， ステ ーキ部 の会 員 に大 きな信 仰が 求 め

られ るこ とは 明 らか で した。

その よう な中 にあ って ，私 は決 して忘 れ

る ことの で きな い素 晴 ら しい経験 をし ま し

た。

仕 事 が とて も忙 しい 日で した。2時 頃，

秘 書か らポ ール ・グ ッ ドウ ィ ンとい う人物

が 面会 した い と言 っ て きて いる と連絡 が あ

りました 。予 定表 を見 る と別 にそん な約 束

はあ りません で した。 ポー ル ・グ ッ ドウ ィ

ン とい う名前 自体 覚 えが な いの です。 私 は

秘 書 に， とて も忙 しい し，約 束 もな いの だ

か ら， 断 わ って欲 しい と言 お うと思 い ま し

た。 しか し， どうい うわ けか， ポー ル ・グ

ッ ドウ ィン に会 って み るよ うに とい う強 い

気持 ち を感 じま した。

ひ き もき らな い忙 し さの 中， せ わ しげ に

オフ ィスの ドア を開 けた私 の 前 に立 って い

たの は，何 と4歳 ぐらい の小 さ な男 の子 で

した。 母 親が 応接 室 にい るの を見 て す ぐに

わか った ので すが ， その子 は私 たち の ステ

ーキ部 の フ ォー コー ナー ズ ・ワ ー ド部 に所

属 す る， グ ッ ドウ ィン家 の子供 で した。 小

さな ポー ルは両 手 を ポケ ッ トに 入れ て立 っ

てい ま した。私 を見上 げ る その まな ざ しは

自信 にあ ふれ て いて， これ は何 か とて も大

切 な話 で き たの だな と思 い ま した。

私 はポ ール を オフ ィスに招 き 入れ ま した。

椅 子 に座 って 向 き合 い ま したが， ポ ール の

体 は小 さ くて， その大 きな 目 も机 越 し にや

っ と見 え る く らいで した。「さて，グ ッ ドウ

ィ ン兄 弟，私 に どん な話 で し ょうか。」私 は

こ う尋 ね ま した。

聖徒 の道/1982年io月 号

ポ ール は何 も言 わ ず に， ポ ケ ッ トの 中か

ら しわ くち ゃに なっ た1ド ル札 を取 り出し

て 机 の上 に置 き ま した。 そ して， もう一度

ポケ ッ トに手 を突 っ込 む と，今 度 は25セ ン

ト玉 を取 り出 しま した。 それ か ら，25セ ン

ト玉 を もう ひ とつ ， そ して10セ ン ト玉 と5

セ ン ト玉 を1枚 ず つ 出 し， 全部 机 の上 に置

く と， 私 の 目をみ なが らζ う言い ま した。

「こ のお 金，教 会 を建 て るの に使 って下 さ

い。」

「教会って
，ステーキ部セ ンターの こと?」

と尋 ね る とポ ール は うなず き ました。

「素 晴 らし い子 だね
， 君 は。.でもポール，

この1ド ル65セ ン トはだれか らもらった の。」

そ う聞 いた私 にポー ルは こ う言 いま した。

「夏 にな って
， 庭 にか ぼち ゃの種 まいた

の。 そ した ら大 き くな ったか ら， ぽ くの小

さい車 にの っけて ，近 くの うち に売 りに行

った んだ。 それで もうけ ち ゃった の。 新 し

い ステーキセ ンターに使 っ てね，このお金 。」

私 の 目に思 わず 涙が あふ れ てき ま した。

私 は ポー ル を抱 きあ げ，か ぽ ち ゃを売 って

作 った お金 は とて も貴 い もの で， 天の お父

様 も喜 ん で い らう しゃ る と話 しま した。

そ の時 ，私 は ステ ーキ部 の会 貝 たち には，

この大 きな チ ャ レンジ に応 え る に十 分 な信

仰 が ある と確信 した ので す。

回
回

回
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璽璽璽闘璽璽璽1璽闘璽鏡璽1璽闘 ・
スミス家の人 々にとって，地球の裏側で起きた火 ，

山爆発 による穀物の被害 は致命的なもので した。

19
80年 の セ ン ト ・ヘ レンズ 山大噴 火

は新 聞紙 上 を にぎわ せ， 人 々の 間

に火 山 に対 す る新 た な認 識 と関心 を呼 び覚

ま しま した。 火 山の 噴火 という現 象 は非常

に衝 撃 的 であ る と共 に， その影 響 も甚 大 で，

多 くの人 の耳 目を集 め ます。 しか し， 一旦

休 息状 態 に入 る と， 人々 の好 奇心 も静 ま り，

噴 火 とい う事実 は 歴 史記録 の 片隅 へ追 い や

られ， ほ とん ど忘 れ去 られ て し まう ので す。

こ う した歴 史の 断章 の 中 に， ひ ときわ 異

彩 を放 つ 火山噴 火 の記 録が あ ります。 それ

は末 日聖 徒 イ エ ス ・キ リス ト教 会 の歴 史の

中 で も小 さな役 割 を演 じて い ます が， その
ー
ことは ほ とん ど知 られ て いませ ん。 そ の火

山 は，1815年 に爆発 を起 こ した ジャワ の東，

スンバ ワ島 にあ る タ ンボラ 山で す。

噴 火 があ った 日付 の記 録 は まち まち で，

4月5日 で あ った り，7日 であ っ た り， そ

の噴 火 を記 した 記録 や，「噴 火」の定義 の仕

方 によ って 異 なって います。 しか し，4月7

日説 を採 り， 時差 を考 慮 す る と， タ ンボラ

山の 爆発 は北 ア メ リカの 時 間で1815年4月

6日 に起 こ った と いう こ とにな ります。

山 の高 さは 初 め4，000メ ー トルあ りま し

たが， 爆発 によ って2，850メ ー トル まで け

ず られ ， 直径 が24キ ロ メー トル もあ るカ ル

デラが で き ま した。 噴 出物 の総 量 にっ い て

は 意見 が一 致 し てい ませ んが，150立 方 キ

ロメ ー トル とい う説が 最 も一般 的 で す。 タ

ンボ ラの町 の 海岸 線 は5.4メ ー トル沈 下 し，

噴 火 の様子 は1，600キ ロ離 れ た所 か らも眺

め られ ま した。 その被 害 は半経480キ ロメ

ー トル以 内 にお いて最 もはな はだ し く
， そ

の あ た りでは 丁度 モ ルモ ン経 の第3二 一フ

ァイ8章 にあ るの とま った く同 じよ うな暗

闇 が3日 にわ た って続 き ま した。 高 熱の 噴

煙 は 四方か ら大 気 を 引き寄 せ， パ リケ ー ン

を 引 き起 こ し， あ らゆ る建 造物 を倒壊 させ ，

す べて の命 を奪 い去 りま した。

私 た ち に とって興 味深 い のは， この噴 火

が末 日聖 徒 イ エ ス ・キ リス ト教会 の歴 史 に

一 役 買 って い るこ とで す。 タ ンボラ 山め噴

火 によ って 大気 中 に 多量 の 火 山灰 が噴 き上

げ られ， この ため に太陽 光線 が さえ ぎ られ

て地 表 は摂 氏1℃ 前 後 にま で冷 えま した。

一 般 に は これが 原 因で
，1816年 を 「夏 の な

い年 」 と言 わせ た寒 冷化 現象 が起 き た と信

じ られて お り，合 衆 国の 北東部 諸州 では6，

7月 に雪 に 見舞 われ，8月 には穀 物が霜 の

被 害 を被 る とい う有様 で した。 これ までの

数年 間苦 しい生 活 を して き たス ミス家 の人

人 にと って， この穀 物 の被 害 は致 命的 な も

の で した。 これ に他 の要 因 も加 わ り，彼 ら

は バ ーモ ン トの地 を離 れ ざる を得 な くな り

，ま した。 家 財 を ま とめて ニ ュー ヨーク州 パ

ル マ イラ ヘ と移 って行 き ま した。 こ こで，

若 き ジ ョセフ ・ス ミスは一 連 の驚 くべ き示

現 を受 け， モ ルモ ン経 を手 に する こ とにな

る ので す。
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あ
る総 大会 の 時 の ことで す。 幾 人か の

■

話 者か ら教 会 の発展 につ いて報告 が

、あ り，私 は神 駐， 訪 問者 セ ンタ ーの建 設，

毎 月 よ り多くの 国々 へ派遣 され てい く宣教

師 の増加 ，輪 を広 げ て い く会 員 に よる伝 道

プ ロ グラム に心 を とき めかせ て い ました。

その時 ，私 の心 の 中 に小 さな声 が し ま し

た。 「あな たの隣 の家 は どう?」

す る と， 間髪 を入 れ ず もうひ とつ別 な声

が聞 こえて きました。「うち の隣 の家族 は全

然見込 み な し。」

実際私 は そ う思 って い ました。 特 に その

日の 夕方は， 我 が家 の庭 で いた ず らを した

隣の8歳 ，10歳 ，12歳 の3人 の子 供 を捕 ま

え， 怒 り心頭 に発 して いた のです 。

隣 に ミラー一家(仮 名)の 人た ちが 引 っ越

して 来てか らち ょう ど1週 間後 の こ とで し

た。6歳 にな る我 が家 の娘 ボニ ー が額 に傷

を作 って 泣 き な が ら 帰 って 来 た ので す。

「隣 の ジェ リーに石 ぶつ け られ たの
。」

10歳 の キ ャ シーがふ ん まん や る方 ない と

い う顔で 言い ま した。「隣 の ジェリー った ら，

ボ ニーが 自分 た ちの猫 に さわ った か らっ て

大 きな石 ぶつ けて き たの。 ボ ニー が泣 き 出

した ら，》 エ リーの お母 さん が 出て来 た ん

だけ ど， ジェ リー った ら， 私 た ちが悪 口言

ったな んてで た らめ言 うの。 そ した ら ジェ

リーの お母 さん 『うちの子 の こ と， い じめ

な いで ち ょう だい。 自分 の 家 の庭 で遊 ん だ

ら』 なんて 言 うの よ。」

「私 た ちだ れの こ と も悪 口なん て言 っ て

な い のよ，お母 さ ん。」8歳 の シ ン シアが ま

じめ な顔つ き で付 け足 しま した。

我 が家 の5人 の子 供 は近 所 の子供 たち と

よ く口げ んか をす る こ とはあ りま したが，

そん な時 で も， ひ とまず家 に入れ て気 持 ち

を落 ち着 かせ る と，1時 間 ぐ らいた った ら

また一 緒 に遊 び始 め ます。 とこ ろが ミラ ー

家 の奥 さん は 自分 の子 供 が何 を して も， か

ば う一 方 な ので す。

我 が家 の庭 で隣 の子 供 た ちを捕 まえ た時，

私 は 彼 らを母 親 の とこ ろへ連 れ て行 き， 激
しか

しい 言葉 で叱 りつ けました。「今度 うちの 庭

に石 を投 げ た り， 小 さ な子 をい じめ た り，

窓か らのぞ き こんだ りして ご らん なさ い，

お まわ りさ ん を呼 び ます か らね。 それ と奥

さん ， よそ の子 で な く， 御 自分 の子供 をき

ちん とさせ た らいか が です か。 そ うすれ ば

この 辺 りも， また元 の よ うに静 か にな りま

すわ。」

私 は体 を震 わ せ なが ら家 に帰 っ てき ま し

た。 とこ ろが翌 日にな る と， 怒 りは静 ま り，

自分 が 間違 ったこ と をして しま った こ とに

気 がつ き ま した。「ミラー家 の よ うな人 た ち

に対 して こそ， 末 日聖徒 と して の模 範 を示

さ なけ れ ばな らな か ったの に。 そ の反対 の

こと を して しま った よう だわ。 あ ん なこ と

をして しま って，何 の得 る ところ も ないの
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騨雛鱗鱗
わ。」 私 は声 に 出 して祈 りま した。 「天 のお

父様， ど うした らよい ので しょ うか。 御 子

で した ら どうな さ るの で し ょうか。」

は っ き りと した答 えが 返 って き ま した。

「大 き な愛 を示 しなさ い。」

そ の答 え につ いて よ く考 えて み る と， な

か なか や りが い のあ るチ ャレ ン ジで した。

私 は ま っす ぐ台所 に行 き， チ ョ.コレー トケ

ー キ を作 りな が ら
， ミラー家 の 人々 の こ と，

そ して 彼 らが私 た ち に した こ とだけ でな く，

私 た ちが彼 らに どん な態度 をと って いた の

か， また 人々 に善 を施 され た救 い 主 の模 範

につ い て も話 し合 い ま した。

ケー キが 出来 上 が る と，私 はそれ を もっ

て ミラ ー家 を訪 ね ま した。 あ いに く奥 さん

は留 守 で，一 番年 上 の子 にケー キ を渡 しま

した。 「この ケ ーキ はあ なた た ち の た め に

作 ったの よ」 と言 う と，3人 は驚 きと うれ

しさ が入 り混 じった複 雑 な顔 を し ま した。

「おばさん
，きのうは随 分 あ なた た ちのこと

怒 ったけ ど， あ ま りい い気持 ち が しなか っ

たわ。 で も一 番悲 しい思 い を して るのは だ

れ か し ら。 あ な たた ちの お母 さ ん よ。 お母

さんはあなたたちのこと，とて も愛 してる の

よ。 だか らあ な たた ちが して は いけ ない こ

とをす る と， と って も苦 しむ の。 お互 い も

っ と仲 良 く して， 良 いお隣 同士 にな りま し

ょうね。」

「わ か った よ
， お ばさ ん。 ぼ くた ち もそ

う す る」 と トムが き ま り悪 そ うな顔 を して，

つ ぶや く よう に言 い ま した。

私 が帰 ろ う とす る と，3人 が 声 をそ ろ え
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て， 「お ば さん， ケ ー キ を どう も あ りが と

う」 と言 い ま した。.

それか ら1カ 月の 間， 私 は この小 さな行

ない が もた ら した変 化 に驚か され ました。

家 に石 が 飛 んで きた り， 末の ふ た りの娘 が

意 地悪 をさ れて家 に駆 け込 ん で くる ような

こ と もな くな りま した。 そ して3人 の子 供

たち は私 を見 か ける と必 ず 「こん に ちは，

お ば さん 」 と明 るい あい さつ をす る ように

な りま した。

それ で も私 は まだ， あ の時 怒 った ことを

深 く恥 じてい ま した。 ミラー家 の奥 さ ん と

は顔 を合 わせ る こと もあ りませ んで した し，

自分 か ら会 い に行 く とい うこ と もしてい ま

、せ んで した。 シ ンシア とボ ニ ーが昼 食の時

に私 に 次の よ うな話 を した 時が あ りま した

が， 特 に どう こう とい う ことは しませ んで

した。「ボニ ー は，車輪 の ところ をだ め にし

ち ゃうか らって，ジェ リーに レーシングカー

を借 してあ げな か ったの。 そ した らジ ェリ

ーが 泣 き出 して
， お ば さんが 家の 中か ら出

て来 たの。 で もおば さん， ボニ ーの ξ とは

何 に も言 わ ない で， その代 わ りジ ェリー に，

『あ なた だ って
， 自分 の お もち ゃを ボニー

に壊 され る と した ら， 貸 した くないで し ょ

う』 って 言 ってか ら， 家 に入 って， 少 し 自

分 の して る こと を反省 しなさ い って言 った

の よ。」

私 は今 で も訪 ね て いっ て， あの奥 さ んに

愛 を示 して お けば よか っ た と思 ってい ます。

1カ 月後， ミラー 家 は 引っ越 して しまいま

した。 移 転先 もわか りませ ん。 しか し，私

は ひ とつ の チ ョゴ レー トケ ーキ が教 えて く

れ たあ の教 訓 を決 して忘 れ は しませ ん。
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ゴ ー ドン ・B・ ヒ ン ク レー 副 管 長

霊 的 な視 点から描 く

その高潔 な人格

十二使徒定員会会員 二一ル・A・マックスウェル

勢
緬
扮
係
場
緬
勢
忽
場
係
場
緬
勢

郵奪串奪串奪串奪串愈串愈串愈串愈串奪串奪串奪串奪串奪串奪串奪串奪串愈塀

一」し▲ 潔 な人物 を霊 的 な視 点 か ら描 き出 し

1局 て し、く過 程1こおし、ては， その初期 の

時代 の軌 跡 を明 らか にす る こと によ って，

後 年 どの よ う に 成 長 し、て い くか， 鮮 明 に

予示 され る場合 が よくあ ります。 ゴー ドン・

B・ ヒンク レー副 管長 の半 生 の 中に も表 わ
とう や

れ てい るよ うに， 人格 を陶 冶 す る力 とい う

ものは，場 合 に よ っては， 驚 くほ ど明確 な

形 を取 るこ とが あ ります。 以下 の一 つ 一つ

の 物語が おの ず とそれ を立証 してい く こと

で し よう。

若 い頃 ， ヒンク レー長 老 は しば ら くの間

セ ミナ リー の教 師 と して働 い た ことが あ り

ま す。 今 は 教育 委員 会 とブ リガム ・ヤ ング

大学理 事 会 を ま とめた執 行 委 員会 の議長 を

務 めて い ます。 セ ミナ リー ・イ ンステ ィテ

ユー トプ ログ ラム が全世 界 で飛 躍 的 な発展

を見せ て きた この数 年 問， 彼 は この任 に あ

って指導 を進 めて き ま した。

ヒンク レー長 老 は教育 に対 す る幅 広 い見

識 を身 につ け，1971年 に はユ タ大学 か ら名

誉 校友 賞 を，1979年 には ブ リガ ム ・ヤ ング
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大 学 か ら人文 科 学 の名誉 博士 号 を受 け てい

ます。

子供 時代 ， ヒ ンク レー長老 が初 め て報酬

を もら って した仕 事 は， デ ゼ レ ト ・ニ ュー

ズ紙 の配達 で した。 それ が， 長 じて か らは

デゼ レ ト ・ニ ュー ズ出版社 の社 長 とな り，

数年 間 その任 に あ りま した。

ヒンク レー長 老 は伝 道 にお いて も， 最 も

基礎 とな る とこ ろか ら一 つ一 つ積 み重 ね を

して いき ま した。 イ ギ リスで専 任宣 教 師 と

して働 い た後，1935年 にヒー バー ・J・ グ

ラ ン ト大 管 長 か ら， 現 在 の広報 部 の先 駆 け

灘

，1艦 ・

とな った ラ ジオ放 送 ・広報 ・伝 道文 書委 員

会 の秘 書 として働 くよ うに求 め られ ま した。

この仕事 で得 た体 験 は，1951年 にデ ビッ

ド ・0・ マ ッケ イ大管 長か ら与 ネられ， 以

後7年 ，教 会 幹部 に 召され る まで の間 に務

め た伝 道管 理部 長 として の働 き によ って，

さ らに厚 み を加 え ま した。 そ して後 には，

十二 使徒 定 員会(教 会伝 道 委員 会)の 一 員

と して ，全世 界の伝 道 プ ログ ラム を監 督 す

る こ とに な ったの です。

まだ 若 い頃， ヒンク レー 副管 長 は何 の予

告 もな しに， 上 院議 員 を して いた リー ド ・

職 鐡_灘 欝

雛

スム ー ト長 老 の代 理 と して話 を させ られ，

人々 の賞賛 を博 した こ とがあ ります。 今 で

もその 理路 整 然 と した 自然な語 り 口のゆ え

に， 全 国 向け の テ レビ番組 を初 め，1980年

の教 会 設立150年 記 念祭 な どの 時 の よう に，

教 会 を代 表 してテ レビに 出演 する よ うに と

の要 請 を受 け る場合 があ ります。

ヒンク レー長 老 は朝鮮 動 乱 中，州 と連 邦

政 府 の選 抜徴 兵 局 と連携 して働 い た経験 を

持 って い ますが ， それ が政 治的 な事 柄 につ

いて 大管 長会 を援 助 す る特別 業務 委 員会 委

0執 務 中 のゴ ー ドン ・B・ヒン ク レー 副管長 。

②1932年 ユ タ大 学卒 業 当時 の ヒ ンク レー副

管長 。

③9歳 頃の ヒン ク レー 副管 長 。

④1921年 撮影 。デゼ レ ト・ニ ュ ーズ社役 員会 。

同社 は ソル トレーク・シティー にお いて 日

刊紙 を発行 する教会 経 営の新 聞社。左 端が

ヒンクレー副 管長 。議 長 を務 めるのはマー

ク ・E・ピー ターセ ン長老。(中央前 向左側)
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⑤1967年 ， べ トナ ム に末 日聖徒 の軍人 を訪

問す る ヒンク レー副 管長 。

⑥ 南米の地 域 を3年 にわ た って管理 して い

た時代 の ヒン ク レー 副管 長。

⑦1973年 ， マ ー ジ ョ リー姉 妹 と共 に， ユ タ

州 エデ ンで 開か れた 家族 によ る誕 生 会 に

おいて。

員長 と しての任 務 に対 す る備 え とな った こ

とには 疑 いの余 地 が あ りませ ん。

ま た 日曜学校 中央管理 会役 員 と しての責

任(伝 道か ら帰 ってわ ずか2年 目に与 え ら

れ た)は ， 教会 員 が福 音 を よく学 び， 終わ

る こ との ない霊 的 な改宗 を体 験 で き るよ う

にす る ため の効 果 的な教 授 法 とい う点 に常 』

に関 心 を払 わせ る こ とにな りま した。

幼 い 頃 に家庭 の 中で育 まれ た予 言者 ジ ョ

セ フ ・ス ミス に対 す る ヒンク レー長 老 の大
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きな 愛 は， 祖 父 ア イラ ・N・ ヒン ク レー の

影 響 を受 け てい ます。15歳 の時， ノー ヴー

で ジ ョセ フ の話 を聞 い たこ との あ るア イラ

は，予 言 者 ジ ョセフ ・ス ミスを深 く愛 して

いた の です。

戦 い とそ の うわ ざの さ中， ヒンク レー 副

管 長 は朝鮮 ， ベ トナム， ま た，戦 火 が絶 え

て久 しいフ ィリ ピン， 沖 縄 な どに， 軍 人た

ち を何 度 も訪 ね， 平 和へ の願 い を深 くす る

と共 に，「戦争 とい うつ づれ織 」を貰 いて 明

る く光 る 「銀 色 の糸 」 をは っ き、りと見極 め

る力 を も身 につ け る ような りま した◎

ヒンク レー 副管長 はそ の ような信仰 を抱

きつつ ，教 会 の新 しい芽 が成長 してい く姿

を 目に して きま した。1961年 に再奉 献の祈

りを す るため に フ ィ リピンを訪 れ た時は，

全 島 でた っ たひ と りの会 員 しかい ません で

した。 それが 現在 で は，会 員数41.000人 ，

13の ステ ー キ部 と4つ の伝 道部 を数 えるに

至 ってい るの で す。

十二 使徒 会 在任 中 に極東 地域 で果 た した

責 任 は， ブ リガ ム ・ヤ ング大学 の文 化交 流

使 節 団 との 中国訪 問 な ど， 最近 の責 任 の先

駆 け となる もの で した。 ま た， 以 前南米 を

⑧1948年6月17日 ， ラ ジ オ
よい

番組 「土曜 の宵 ・教会 ア

ワー 」 の リハ ーサ ル風 景。

この 番組 は20回 にわた っ

てJ・ ル ー ベ ン ・クラ ー

ク ・ジ ュニ ア副 管長(右)

の講 話 を放送 。 中央 はア

ナウンサ ー の リチ ャー ド・

L・ エ バ ンズ長 老。 ヒン

ク レー 副管 長 は プログラ

ム ・コーデ ィネー ター を

務 めた 。

管理 した時 の体 験 に よって， ヒ ンク レー副

管長 は教 会 で最 も急激 な成長 を遂 げて い る

地域 の事 情 に も精通 して いま す。

ヒンク レー副 管長 は 自己の 人生 を形 成す

る 力 とな った数 多くの影 響 力 に感謝 す る こ

とを，忘れて は い ません。 ソル トレー ク ・シ

テ ィー の イー ス ト ・ミル ク リーク ス テー キ

部 の ステ ーキ部 長 を務 め た後，1958年 に は

教会 幹部 と して召 され ま した が，初 めて支

持 を受 け た時 に こう語 ってい ます5

「昨 晩遅 くマ ッケ イ大 管長 と話 をしてか

ら， 私 は 自分 が 歩 んで きた これ まで の道 の

りをず っ と考 えて い ま した。 自分 ひ と りで

こ の道 を歩 ん でき たの では あ りませ ん。 今

日こ こに集 っ てお られ る素 晴 ら しい方 々，

ま た… …名 前 を思 い 出す こ とは で きませ ん

が， 私 に助 け を与 えて きて下 さった 多 くの

方 々 に心 か ら感 謝 して お ります。」(Co瞬 匹

θη66R6ρ07∫ 「大会報告 」1958年4月 ，p.123)

ヒ ンク レー副 管長 が この よ う にして備 え
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⑨ ヒン ク レー長 老 は長 年 にわ た リァ ジァ地
ブ サン

域 を管理 した。『1979年9月 ， 韓 国釜 山 に

おいて歓 迎 の教 会員 に囲 まれて。

⑪1972年 ， ソル トレー ク を訪 問 した ア リゾ

ナ の聖職 者一 行 と会 見。 長年 にわた リ教

会外 の人 々 との親 交 を深 め て きた。

られ て きた こ とは，教 会員 にと って も祝 福

どなるで し ょう。 類 ない素 晴 ら しい経 歴 と

共 に， これ まで培 っ て きた霊 的 な洞察 力 は，

かつ て例 の ない 困難 な時代 の 中，教 会 を導

く指 導者 として， 強 く求 め られ る もの で す。

ヒ ンク レー長 老 は福 音 の原 則 を しっか り

と身につ け た人 です が， 人生 の様 々 な経験

の 中で， それ らの 原 則 を応 用 す る素 晴 ら し

い機会 を数 々得 て き ま した。

ヒ ンク レー長 老 を評 す る言葉 に， 良 識 の

人， ユ ーモ アを解 す る人， 善 良 な人，優 し

い 人 といっ た ものが あ ります が， どれ もそ

の 人 とな りを非常 によ く とらえて い ます。

ヒ ンク レー長 老 と同 じ く，豊 か な才 能 の

持 ち主 であ る奥 さん のマ ー ジ ョリー ・ヒン

ク レー姉妹 は， 夫 の高 潔 さ と誠実 さ をた た

え， 「夫 は私 や子供 の ためになることな ら，

どんな こ ともい とい ませ ん」 と言 ってい ま

す。 ヒンク レー副 管長 に とって， 随分 昔 い

なか にいた頃 に覚 え， 今 もって身 につ い て

い る技術 を生 か し，庭 い じりや壊 れ た物 の

修 繕をす る のは 息抜 き に もな り， 鋭気 を養

うこ とに もつ なが る ので す。

姉 妹 の言葉 による と， ヒンク レー副 管長

は 「どん な時 も家 族 を心 か ら信 頼 し」，自分

で能 力 の限 界 と思 って いる とこ ろを さ らに

越 えて い くよ うに励 ま して くれ る とい うこ

とです。
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、鵬 醐 顧

蝦

灘

毫 騒艀顯

ヒンク レー長 老 は何年 も前 に，家 族 制度

の重 要性 につ いて語 った こ とが あ ります が，

特 に現 在 の社会 の 危機 的状 況 を考 えて み た

場合 ， そ の洞 察力 の深 さ に気 づか され ます。

姉 妹 は， ヒ ンク レー長 老 の 「明確 な言葉

で 述べ られ る素 晴 らしい 日々 の祈 り」 は や

は り家族 に とって霊 感 の源 で あ る と言 って



燃

0ヒ ンク レー副管 長 は

30年 以 上教 会 の伝道

プ ログラ ムの運 営 に

携わ って さ=た。1970

年，教 会本 部 への訪

間者 にヨー ロ ッパ の

状 況を説 明 する。

い ます。 ま た ヒ ンク レー長老 は どん な時 で

も底 抜 け に楽 天 的 で， 悩 ん で いる人 々 を見

る と必 ず， いっ か良 くなる 時が 来 る と励 ま

し を与 えて い る とい うこ とです。 ヒ ンク レ

ー姉 妹 に言 わせ る と，「夫 は音 楽，文学，そ

して人生 その もの を愛 して お り， 側 にいる

だ けで とて も楽 しい」 そ うで す。

十 二使 徒定 員 会 の集会 で20年 間席 を隣 合

わせ て きた ハ ワー ド ・W・ ハ ンタ ー長老 は，

ヒンク レー長 老 につい て こう語 ってい ます。

「ヒ ンク レー副管 長 とは十二 使徒 定 員会

で20年 間， 席 を隣合 わ せ に して きま した。

彼 の知 恵 と判断 力 につ い ては よ く知 って い

るつ も りです。 これか らは今 まで の よう に

彼 の力 を隣 合 わせ に感 じる ことは で きな く

な ります が， 彼が 副管 長 として支持 され た

時， 私 ほ ど喜 ん だ人 もい な い と思 い ます。

彼 ほ どの 力 を持 った 人は そ うい ませ ん。新

しい召 しを通 して ，教 会 に大 き な貢献 をし

て くれ ます よ。」

十二 使徒 定 員会 の 中で何 年 もの間 ヒンク

レー長 老 と席 を隣 合 わせ に して きた もうひ

と りの 人， トー マス ・S・ モ ンソ ン長老 は

こ う言ってい ます。「彼 は知 性 と思 いや りが

見 事 に融 合 して い ます。定 員 会 で何か 問題

が 出され る と，即 座 に その詳 細 な点 まで把

握 して し まい ます。 しか し， 彼 の答 えは，

必 ず正 義 の要 求 が憐 れ み によ って和 らげ ら

れ てい るの で す。」またモ ンソン長 老 は， ヒ

ンク レー副 管長 が 「疲 れ を知 らない働 き手 」

で あ り， いつ も 「まず神 の 国 と神 の義 を求

め る とい う 自分 の信 念 を実証 してい る」 人

で あ る とも述べ て い ます。

ヒンク レー副 管長 は， 教会 は 結局一 人一

人 の教会 員 の証 ， また 自発 的 な働 き と奉仕

の上 に築か れ る とい う事 実 を非 常 に重 く見

て い ます。 あ る総 大会 の席上 ， ヒンク レー

副 管長 は証 につ いて こう語 り ま し た。 「教

会 を 中傷 す る人々 が教 義 的な論 争 を仕掛 け

て くるか も知 れ ませ ん。 しか し，聖 霊 の力

によ って私 た ち の心 に くる この証 を打 ち破

る ことは で き な い の です。」(Co碗 名8η6θ
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⑫1958年4月 総 大会 にお いて 登壇 す る ヒン

ク レー副管 長 。デ ビッ ド ・0・ マ ッケ イ

大管 長か ら新任 十 二使 徒補 助 と して紹 介

を受 け る。

1～6ρoπ「大会 報告 」1961年10月 ，p.116)
一'神はす

べ て の人 に福音 の 真理 を進 ん で分

か ち合 うとい う責任 を教 会 に与 え られ ま し

たが， この全世 界 に及 ぶ伝 道 の責 任 に対 す

る ヒ ンク レー長 老 の愛 と関 心 が衰 え を見せ

た こ とは一 度 もあ りません。 また， 全世 界

に広 が る道 徳 的 な腐敗 に対 す る明確 な憂 慮

の念 の表 明 を見て もわ か るよ う に， ヒ ンク

レー長 老 が過去25年 ，総 大 会 の席上 語 り続

け てきた 言葉 は， 日を重 ね る ご とに その奥

行 と深 さを増 し加 え てい ます。 南 米の あ る

空港 で，世 の 中 に背 を向 けた ひ と りの青 年

と交 わ した言葉 の 中 には， ヒン ク レー長老

の思 いや りと見識 が よ く表 わ れて い ます。

この時ふ た りは平 和 や 自由 につ いて打 ち解

け た話 をしていたので すが ，その青年 の 「正

しい道徳律 とは何 か」 とい う問 いに対 す る

ヒンク レー長 老の 答 えが， 次 の よう に書 か

れています。 「私 は少 なか らず 彼 に シ ョック

を与 え るよ うな 話 し 方 を した。 『君 の 言 う
もうそう

自 由 は 妄 想 で しか な い ， 平 和 に し て も ま や

か し だ 。 理 由 を 説 明 し よ う 。』」(「 大 会 報 告

1970-72」P.120)
ごと

ヒンク レー副管 長 は， き ら星の 如 く並 ぶ

召 しと責 任 を通 して， 絶 えず 主 の訓練 を受

けて きた人 です が，教 会 本部 の職 員 か ら始

めて，大 管長 会 の一 員 にな った とい う点 に

おいて は， この神 権 時代 唯一 の指 導者 で す。
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ジ ョセ フ ・F・ メ リル長 老 か ら大管 長会 に

15分 間 の報告 をす る とい う責 任 を与 え られ

た， 熱心 で， 謙 遜 な，帰 還後 間 もない 元宣

教師 が教 会 本部 を訪 れ た のが， そ もそ もの

始 ま りで した。 この時 の報 告 は大 管長 会 の

意 向 によ って約1時 間半 に延 ば され ま した

が ， ある意 味 で は， い まだ に続 いて い る と

言 うこ とがで き ます。 小事 に忠実 な管理 人，

ゴー ドン ・B・ ヒンク レー副 管長 は今 や，

かつ て 自分 が訪 れ た と同 じ大 管長 会 の部 屋

で ほ とん ど一 日中， 執務 を し続 け てい るの

で す。
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什1分1の1-1

に関して思う

4つ の事柄

グレン ・レイタム

私
が 末 日聖 徒 の 人た ち と初 め て接 触 を

持 った の は， まだ19歳 の頃 で した。

その 日の 日曜学 校 の間 ，私 は献 金 箱 が まわ

されて きた ら1ド ル札 を 入れ てや ろ う と，

心 ひそか に待 って い ま した。 招 いて くれ た

モルモ ンの友 人 たちか らけち な人 間 だ とは

思 われた くあ りません で した。 とは言 う も

のの， 当 時の私 の仕 事 は時 給35セ ン トで，

1ド ルは大 金 で した。 しか し， 日曜学校 の

時 には結局 献金 箱 は まわ って こず， と うと

う閉会の 時間 に なって しまい ま した。

そ して， 次 の聖餐 会 の時 間 には2倍 の額

を払 お うと決 めて， 今 か今 か と待 ち構 えて

いま した が， やに り献 金箱 は まわ っ て きま

せ んで した。 それ で， これ は き っ と礼拝 堂

を出て行 く時 に払 う こ とにな って い るの だ

ろう と考 え，私 は ポ ケ ッ トに手 を入れ ， お

金 をす ぐに出 せ るよ うに して い ま した。 と

ころが それ も見込 み違 い で，差 し出 され る

のは，握手 を求 め る手 ばか りで した。

い った ん外 に 出てか ら， 私 は招 い て くれ

たモ ルモ ンの 友 人に さ り気 な く聞 い てみ ま

した。「君 た ちの教 会 ではいつ献 金箱 がまわ

って くる の?」

す る と返 って きた のは 「私 た ちの教 会 で

は献 金 箱 を まわす とい うよ うな こ とは しな

いんだ 」 とい う答 え で した。

私 は ち ょ っ と信 じられ ず， 「本 当 に?」 と

思 わず 問 い返 しま した。

それ で も，「本 当 に」と，彼 ら の返事 は 同

じです。

「素 晴 ら しい
， これ こそ求 め てい た教会

だ」 と私 は思 い ま した。 その 時 こそ まさ に

什分 の一 につ いて学 ぶ 時 で した。

当時私 は宗 教 の こ とで， 長 い間一 生 懸命

祈 り続 け てい ま した。心 の中 に満 た され な

い もの が あ り， 霊 的 な安 らぎ を得 た い と思

ってい たの で す。宣 教 師か ら什 分 の一 に つ

い て レ ッス ンを受 け た次 の水 曜 日， 私 は求

め てい た心 の平安 を得 る こ とがで き ま した。
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ふ た りの長老 が レッ スン を初 めた時 に， 心

にあ、玄・れて き たあ の思 いは決 して忘 れ る こ

とがな いで しょ う。 私 は レ ッス ンで学 ん だ

すべ て の こ とが 真実 で あ る と確 信 しま した。

そ して 次 の 日曜 日， 私 は最 初 の什分 の一 を

納 めた の です。 バ プ テス マを受 け る まだ半

・年前 の こ とで した。

教 会 員 とな って30年 の 間，私 は什分 の一

に対 して思 い違 いを して いる 人 を数 多 く 目

に してき ま した。 そ の誤解 によ って， 素晴

ら しい什分 の一 の律 法 が もた らす祝福 を 自

ら閉 ざ して しま って い る人々 が いる ので す。

その誤 解 の 中か ら4つ を選 ん で分 析 してみ

ま した。

誤解 そ の1： 什 分 の一 と は金 銭の 問題 で あ

る 。

什分 の一 で求 め られ るの は， お金 で はな

く，信 仰 で す。教 会 が制 作 した 『天 の 窓』

とい う映 画 で は， 人に什 分 の一 の戒 め を守

らせ る 原動 力 とな る信仰 の真 の姿 が 強調 さ

れ てい ます。 ロ レンゾ ・スノー 大管 長 在任

中 の経 済的苦 境 に直 面 した教 会 の様 子 が描

か れて い ます。 教会 は 膨大 な 負債 を抱 え，

解決 へ の め どは何 もあ りません で し た。 問

題解 決 を 目指 す中 で， ス ノー大 管長 は幾 つ

か の提案 を受 け ま した が， どれ も教 会 員 の

献 金 に頼 る とい う もの ばか りで， 満 足で き

る ものは ひ とつ もあ りませ ん で した。 そ し

て ， ス ノー大管 長 はみ た まの さ さや き に従

い，35年 ぶ り とい う大 干 ばつ で最 もひ どい

被 害 を受 けて い たセ ン ト ・ジ ョー ジヘ旅 立

った ので す。

スノー大 管 長 は希 望 をま った.くな くして

い たその 地 の人 々 に， 什 分 の一 の戒 めに従

って， 信 仰 を証 明す る よ うに と， 霊感 に よ

る訴 え を しま した。 人 々が この勧 告 に応 え

た結 果， 文字 通 り天 の 窓が 開か れ， 人々の

上 に祝 福 が 注が れ ま した。

誤解 そ の2=什 分 の一 は金 額で その価 値が

計 られ る。

額 が いか に大 きくて も， 什分 の一 で ある

こ とに違 いは あ りませ ん。

私 は1954年 に 自分 が バプ テ スマ を施 した

ナバ ホ ・イ ンデ ィア ンの8歳 の貧 しい少女

か ら5セ ン トを受 け取 った こ とが あ ります。

確 認 の儀 式 が 済 んで か ら， 彼女 は私 の と こ

ろに来 て， その手 にし っか り と握 って いた

5セ ン ト玉 を差 し出 して こう言 いま した。

「長老
， これ 私 の什分 の一 で す。 完全 な什

分 の一 で す。」

この ナバ ホの 少女 の什分 の一 も，最 も裕

福 な教 会 員 が納 め る什分 の一 も， 什分 の一

として は何 ら変 わ る とこ ろがあ りませ ん。

誤 解 その3： 什分 の一 を納め る と経済 的に

，苦 しくな る。

結婚 して 間 もな い頃 の体験 で ，特 に思 い

出深 い 出来事 が あ ります。私 は当時， ブ リ'

ガ ム ・ヤ ング大 学 に在 学 中で，最 初 の子供

が生 まれ， 引 っ越 しを終 えた ばか りで した。

子 供 が生 まれ た こ とに よ って，妻 が働 け

な くな り， 私 た ちは経 済 的 に非 常 に苦 しい

状 態 にあ りま した。 ある 時，1カ 月の予 算

を立 てて み る と，最 低 限 必要 な出 費 に加 え

て什分 の一 を納 める と， 手元 に は50セ ン ト

しか残 らな い とい う計 算 に な りま した。 し
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か し， 私 たち は，主 が予 言者 マ ラ キ を通 し

て言 われ た こと を信 じて いま した ので ， い

つ まで もその こ とで思 い悩 んだ りは しませ

んで した。(マ ラキ3：10-12参 照)私 た ち

は什分 の一 を納 め ま した。

次の 月曜 日，私 は商 店街 で， 額 縁 を並 べ

た店先 をのぞ いて い ました。 大 学 の友 人か

ら美 しい銅 版画 を もらって い たか らな ので

すが， む ろん額縁 を買 う余裕 な どあ ろう は

ずが あ りませ ん。 しか し， そ こを立 ち去 ろ

う とした時 に， もう一度 カウ ンタ ーの 向 こ

う にいた若 い店 員 の とこ ろに戻 っ て， だれ

か塗装職 人を探 してい る人 を知 らない か ど

うか尋 ね てみ る ように と いう気持 ち を感 じ

ま した。 私 の家 は父 も祖 父 も塗装 を仕事 に

して いて，私 自身 もか な りの訓練 を受 けて

い ました。 季節 が冬 で， しか も不 景 気 な時

代 で したか ら，働 き 口が そ うた くさん あ る

とは思 って い ません で した。 に もか か わ ら

ず，私 は心 に強 く働 きか け る もの を感 じて，

その店 員 に尋 ね てみ ま した。

「ち ょうど今朝
， あ るお得 意 さん が来 て，

腕 の いい職 人 を知 らな いか と言 って ま した

よ」 と言 うと，店 員 は その 人の住 所 を教 え

て くれ ま した。 私 は さ っそ くそ の家 を尋 ね，

昼 か らはほ かの職 人 た ちの監 督役 と して，

1時 間2ド ル とい う当時 として はか な りの

額 の手間 賃で仕 事 を し ま した。 以 来， 私 は

働 き 口が な くて 困っ た とい う経 験 が一 度 も

あ りませ ん。

什 分 の一 を納 めて豊 か にな る こ とはあ っ

て も，貧 しくな るこ とは決 して あ りませ ん。

什分 の一 を納 め るな ら必 ず天 の窓 が開 かれ

ます。

誤解 そ の4： 什 分 の一 と して納 め るお 金 は，

も とも と 自分 のも の。

ジ ョー ジ ・アルバ ー ト ・ス ミス大 管長 の

あ る話 を思 い 出 します。 ス ミス大管 長 があ

る裕福 な教会 員 と話 を して い た時， その友

人 は什分 の一 の こ とを話 題 に して き ま した。

彼は ， 自分 は普 通 とは違 う方 法 で什 分 の一

を納 め てい る と言 い ました。 毎年 収 入 の10

分 の1を 銀行 に預 けて お き， 困っ た人 が い

た ら， それ を助 け るた め に使 うよ う に して

る とい うの です。「ど う思 う?」 と彼 は尋 ね

て きま した。

ス ミス大管 長 は それ に答 えて こ う言 い ま

した。「君 は他 人 の財 産 を随分 と気前 よく使

う人 だね。」(1〃2ρ70泥窺6窺E勉 「イ ンプ ル

ーブ メ ン ト ・エ ラ」1947年6月 号
，p.357)

マ リオ ン ・G・ ロム ニー副 管長 も， 什 分

の一 は主 に対 す る債務 であ って， いわ ゆる

寄 付金 の た ぐい とは違 う と教 え て います。

「什 分 の一 は
， 主 が私 た ちの用 に供 す る

ため に作 って 下 さ った物 に対 す る賃借 料 と

して， す べて の 人 に課 せ られ て い る債 務 で

す。 私 た ちが 什分 の一 を納 める主 は， 優 先

的 に債 権 の弁債 を求 め得 る立場 にお られ ま

す。 すべ ての債 権 者 に返 済す る だけ の分 が

ない場合 は， まず 主 に対 して 返 さな けれ ば

な りませ ん。 こ う言 う と驚 か れ るか も知 れ

ませ んが， これ は真実 で す。 しか し， 他 の

債権 者 た ちは心 配 す る には及 び ませ ん。 な

ぜ な ら， 主 は什 分 の一 の戒 め に従 う信 仰 を

持 つ 人を常 に祝 福 され る ので， その 人の他

の債 権者 に対 す る返 済能 力が な くな る とい

うこ とが ない か らです。」
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かつてフィンラン ド領だったその小さな

町の最大の行事はスキーレースで した。

私
が少年 時 代 を過 ご した村 が ある カ レ

リア地 方 は，1939年 か ら40年 にかけ

ての 戦争 で ソ ビエ トに併 合 され る以 前 はフ

ィンラ ン ドの領 土 で した。湖 や 沼， 川， 丘

の 多い寒 冷 な気候 の所 で， スキ ーが とて も

盛 ん で した。
ゆる

毎年 厳 しい寒 が緩 む2月 になると，人々 は

冬 ごも りの生 活か ら目を覚 まし，村 はずれに

あ る広 い くぽ 地 に集 まってき ます。このくぼ 、、

地 はク ロ スカ ン トリー レー スの ゴー ルにな

って い ます が， それ に は幾つ か理 由が あ り

ます。 まず， 夏 の間 に丘 の斜 面 を削 って造

成 され たこ の くぽ地 は， レースの ゴー ル地

点 と して 用 いる だけ で な く， 売店 を 出せ る

く らいの 広 さが あ った ことで す。 レー スの
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日には， ミー トパ イや ソー セー ジの お い し

そ うなにお いが辺 りに立 ち こめ ます。 も う

ひ とつ は，雪 で 覆わ れ た この砂地 の場 所 が，

天然 のス タ ジアム にな る ことで す。 くぽ地

の上 の方 に立つ と，ゴ ール 直前 の直 線 コー

スが見 渡せ，1位 の人 の ゴー ルイ ンの瞬 間

が よく見 えるの です。

レースの た めに 多 くの準備 が な され ま し

た。年長 の子 供 た ちは役 員 か ら青 い紙 の腕

章 をも らい， 観 客 が コー スに 入 り込 ん で，

レー スの邪魔 を しない よ うに整理 役 を務 め

ます。 レース は，年 齢， 性別 な どで様 々 な

グル ープ に分 け られ ，年 を とった 人た ち も

いつ も結構 良 い成績 を収 め て い ました。 グ

ルー プ ごとに色 のつ い た紙 テ ープ で表示 さ

れ たコー スを走 ります。 しか し， 何 と言 っ

て も最 大 の見 もの は壮年 男子 に よる30キ ロ

レー スで した。 この レー スで 日頃 の努 力 の

成果 を発揮 して優 勝 した 人は， そ の1年 ，

村の 英雄 です。 農 閑期 の農 夫， 靴屋 ， 商店

主 など 多くの 人が， 勝利 を 手 に した 自分 の

姿 を夢 見 ます。

当時私 たち子 供 には， タ ピ ・エ スカ と い

う英雄 が い ました。 彼 は大 人 で したが とて

も背 の低 い人 で した。 しか し， 彼 ほ ど楽 し

く，面 白い人 もい ませ んで した。 私 た ち は

背の 高 さが そ う変 わ らな い とい うこ とで，

彼 に親 近感 を覚 えたの か も知 れ ませ ん。 ま

た彼 が小 さな体 の こ とで悩 ん でい た こと を，

子供 なが ら に察 してい たの だ ろ う と思 い ま

す。「エ スカ」と呼 ばれ て いま した が， 本 当

は 「エナ リ」 とい う名 前 だ った ような 気が

します。「タ ピ」は フ ィ ンラ ン ド語 で 「ずん

ぐ り」 とか 「ちび」 とか いう意 味 で， もと

もとは侮辱 す る つ もりで付 け たあ だ名 だ っ

たの で し ょう。 で も私 た ち子供 には， そん

なこ とは何 で もな い ことで した。 その年 ，
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私 た ちは 久 ピ ・エ スカが ス キー レー スで優

勝 す る に違 い ない と思 って い ました。

しか し問題 が あ りま した。 実 を言 う と，

彼 は そ んな に スキー が上 手 でな か ったの で

す。最 初 の年 ， 彼は壮 年 者 の部 に 出場 しま

した が， 結果 は散 々 な もの で した。10キ ロ

の コー スを3周 す るの ですが ， 第1位 の 人

が ゴー ル に入 って来 た時 ， タ ピ ・エ ス カは

よ うや く1周 目を 回っ た ところ で した。 や

っ とゴ ール に着 いた 頃 は， ほか の選 手 たち

は皆 サ ウナ ぶ ろ(フ ィンラ ン ド特 有 の蒸 し

ぶ ろ)に 入 って い た り， 家 に帰 る途 中 だ っ

た りとい う有様 です。 くた くた に なって ゴ

ー ルに 入 って きた タ ピを待 って い たの は
，

が っか りした顔 つ きの わずか な子 供 た ちだ

け で した。

その レー スの 翌 日か ら翌年 冬 があ け る ま

で， タ ピ ・エ スカは 寸暇 を惜 しんで， コー

スで ス キー の練 習 を しま した。 夏 には ヴ ォ

ー ク シ川で泳 ぎを した り，軍 用 の大 き なボ

ー トを こい だ り しま した。 背 こそ伸 び ませ

んで したが， 筋 肉が 隆 々 として き ま した。

私 た ち子 供 は大喜 び で， これ だ け筋 肉が つ

いて ，練 習 を積 めば 今度 こそ優勝 間違 いな

い と思 い まし た。 私 た ちは地 道 に練 習 を重

ね るな ら， それ だけ で十 分優 勝 で きる と考

えて い ま した。 映画 の 中の物 語 は いつ もそ

うで した。

しか し， タ ピ ・エ ス カは その年 もだ めで

した。 それ で も今 度 は最 後 の一 団 に混 じ っ

ての ゴ ール イ ンで した し， 少な く と も， 何

時間 も遅 れ たわ けで は あ りませ んで した。

それ に私 た ちの ほか に も彼 が完 走す るの を

見て い た人 が いたの で す。 私 た ちは タ ピの

足は 大 きな 人 たち と競 争 す る には短 か過 ぎ

るの だ と思 い ま した。 そ して， もう レー ス

に 出る こ とは ないだ ろ う と。



ところ が翌年 ， タ ピ ・エ スカ は私 た ちに，

「シス」 と いう フ ィ ンラ ン ド語 の意 味 を身

を もって教 えて くれ た ので す。「シス」とは

強 固 な意志 ， 勇気 とい う ような意 味 です。

この シ スこ そ， 彼 に備 わ ってい た もの なの

です。 彼 は練 習， 練 習， また練 習 の毎 日を

続 け ま した。 次 の レー スの 頃 には，私 たち

はタ ピは必ず 優勝 す る と確信 して い ました。

もっ とも， 毎 年 そ う信 じ続 けて い たの です

が ，今 度 こそは 絶対 に間違 い ない と思 った

ので す。
おおまた け ち

選 手 たち は大 股 で雪 を蹴散 ら しなが ら，

森 の 中へ 入 って行 き まし た。1周 目，2周

目と過 ぎ， つ いに3周 目にな り，選 手 た ち

は また コ ース を森 の中 に進 んで い き ま した。

私 たち もスキー を付 け て い ました ので， 中

に は選手 た ち の姿 が見 え てき た ら， ゴー ル

の くぽ地 か ら先 頭 の選 手 の所 まで 滑 って行

こう とい う者 もい ま した。 最初 に姿 を見せ

る ゐは 我 らが英 雄 タ ピ ・エ スカ と信 じ切 っ

て いた の です。

私 た ち は寒 さの 中を待 ち続 けました 。木々

も雪 をか ぶ って真 っ 白で した。 目に留 ま る

何本 か の煙 突 か らは煙 が ま っす ぐに上 って
ほお

いま した。 頬 は切 られ る よ うに冷 た くな っ

て い ま した。 しか し， た ち まち体 中 が燃 え

るよ うな 出来事 が 起 きた ので す。 森 の外 れ

か ら町}番 の 小 さな 男 タ ピ ・エ ス カが姿 を

見 せ たの です。 しか し，今 や 彼 は町 で一 番

の大 男 とな って い ました。 彼 は先 頭 を切 っ

てい ま した。 大 人た ち まで立 ち上 が って タ

ピ ・エ スカ に声援 を送 りま した。

彼 は丘 に差 しか か りま した。 その 足 は 目

に留 ま らな い ような速 さで上 下 に激 しく動

いて い ま した。 その 時で す。 彼 の後 ろ に ぎ

こ ちな い格 好 で進 ん で くる ひ と りの 大 男の

姿 が 見 えて き ま した。 この 足の長 い邪 魔 者

聖徒 の道/1982年10月 号

が 転 ぶか，スキー を折 るか して ，絶対 タピ・

エ ス カ を追 い抜か な い よう に と心 の中で 念

じた 人が随 分 い た と思 い ます。 しか し， ふ

た りは くぽ地 の上 の所 で競 り・合 いにな り，

最 後 は大 男の 方 が先 に ゴール イ ン して しま

った の です。

しか し， 私 は それ以 来， 何 べん その大 男

の こ と をかわ い そ うに思 っ たかわ か りませ

ん。1位 にな っ た 彼 に 向 か っ て歓 声 を 挙

げ る人 はほ とん ど いませ ん で した。 タ ピ ・

エ スカ が ゴール イ ン した時 は手 の付 け られ

な いほ どの大 変 な騒 ぎにな りました。 私 た

ちは タ ピ ・エ スカ の所 に殺到 しま した。 青

い腕 章 を付 けた年 長 の子 供 た ち もそ れ を止

め る こ とはで きませ ん で した。私 た ちは タ

ピ ・エ ス カを ぐる りと取 り巻 く と， スキ ー

もろ と も胴上 げを し ま した。 タ ピの頑 張 り

を知 って いた町 の 人た ち もそれ に加 わ りま

した。 中 には 人 目をは ばか らず 泣 いて いた

人 も何 人か い ま した。私 たち は彼が1位 で

は な く，2位 だ った こ とをす っか り忘れ て

い たの で す。 小 さ な体 に不 屈 の精神 を秘 め

た こ の人 は，決 して あき らめ ては な らない

こと を教 え，・私 の 少年 時代 の 英雄 とな った

の です。

こ の レー スが行 な われ たの は1938年 で し

た。 そ して翌年 第 二次世 界大戦 が始 ま り，

多 くの もの を奪 い去 りま した。 スキー レー

スは行 な われ ませ ん で した。私 に も年長 の

子供 の中 に 入 り， 青 い腕章 を付 け て観客 の

整理 に当 た る機 会は巡 って きませ んで した。

タ ピ ・エ ス カ に も最初 にゴ ール ライ ンを踏

む 力 があ る こ とを証 明す る機 会 はや って来

ませ ん で した。 しか し，私 や み んな に とっ

て ， そ の必要 はなか っ たの です。 彼 は真 の

勝 利 者で あ る こ どを， 余 す こ ξな く示 して

くれ た ので すか ら。
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オ
リンピ ックの 開会 式 ほ ど感 激 的 な光

景 は あ りませ ん。 万 国旗 がは た め く

巨大 な競 技場 の 中， トラ ック を行 進 す る選

手 団 に， 何万 人 もの観衆 か ら声援 が 送 られ

ます。 と り どりの色 彩 にあ ふれ た その光 景

は， まさ に壮 観 と呼 ぶ にふ さわ しい もので

す。平 和 を象徴 す るハ トが何 百 羽 と放 たれ，

祝 砲 が鳴 り響 き ます。 やが て ギ リシ ャの オ

リン ピアで 太陽 の光 か ら と もされ た火 が聖

火 ラ ンナー に運 ばれ て 入場 し，聖 火台 に点

火 され ます。

参加 選 手 は皆 そ の胸 中 に， 金 メダル ヘの

熱 い闘志 をみ なぎ らせ てい ま す。 オ リンピ

ックのモ ッ トーとして よ く知 られ てい る，ラ

テ ン語 の"Citius，Altius， ：Fortius"と い う

言葉 は 「よ り速 く，よ り高 く，よ り強 く」と

い う意 味で す。 この3つ の 言葉 には オ リン

ピ ックの歴 史 その もの が言 い表 わ され ， 人

類 が進 歩成 長 の過程 にお いて塗 り変 えて き

た様 々 な記 録 が要約 されて います。「よ り速

く， よ り高 く， よ り強 く」 こ の言葉 には，

永遠 にやむ こ との な い人類 の 向上心 が よ く

表 われ てい ま す。 この 言葉 が示 す理 想 を追

い求 め て生 き る人 間の姿 は， オ リ ンピ ッ，ク

とス ポー ツの 記録 の 中に明 らかで す。1920

年代 ， ジ ョニ ー ・ワ イズ ミュラ ーは水 泳 界

にお いて 史上最 高 の泳 者 と言 われ て い まし

た。 彼 は オ リ ンピ ック 出 場 前 の67試 合 で

世 界記 録 をぬ りか え てい ま した。1924年 と

1928年 の大 会 では ，彼 は毎 回5つ の金 メダ

ル を獲得 し まし た。 それ が現 在で は， 十代

の 少女 が彼 以上 の 記録 を 出 して いるの で す。

長 い間，1，600メー トル を4分 以 内 の記録

で 走 る ことは不 可能 であ る と考 え られ て い

ま した。 多 くの選 手が この壁 を破 ろ う と し

て 懸命 な努 力 を続 け ま したが， つ い に1954

年5月6日 ， オ ック スフ ォー ドにお いて，



イギ リスの医 学生 ロ ジ ャー ・バ ニ スター が

3分59秒4の タ イム を 出 して， 世 界 中 を驚

か せ ま した。 そ の時 か ら， 数 多くの選 手 が

人 間 の能 力の 限界 に対 す る古 い観 念 を打破

して き まし た。 その ひ と りに ジム ・リュン

とい う高校 生 が いま した。 彼 は この種 目で

3分59秒 の記録 を出 し ま した が， 居並 ぶ 強

豪 の 中で は8位 に とど まった に過 ぎ ませ ん

で し た。リュンは これ まで約20回 ，4分 以下

の タイ ム を出 してい ますが，現 在 イギ リスの

ステ ィーブ ・オー ベッ トが保 持 す る世 界最 高

記録 は3分48秒8と い う驚 くべ き もの です。

砲 丸投 げ の最長 飛 距離 は18.2メ ー トルが

限度 で ある と考 え られ てい ま したが ，1956

年 の オ リンピ ック にお いてパ リー ・オ ブラ

イア ンが こ の神 話 を 打 ち砕 き， 現 在 で ば

22.47メ ー トルが世 界 記録 にな って い ます。

また，1896年 ギ リシ ャで 開か れ た第1回 目

の近代 オ リン ピック で円盤 投 げの金 メダ リ

ス トが 出 した記録 は29.09メ ー トルで したが，

現 在 の世 界記 録 は70.85メ ー ト!レに達 して

いま す。

私 が まだ若 か った頃 ， ボブ ・リチ ャーズ

は ，棒 高飛 び で4.5メ ー トル とい う信 じ ら

れ な い記録 を出 し ました。 一 昨年 開かれ た

モ ス ク ワオ リンピ ックで は，6人 の選手 が

5.49メ ー トル の オ リン ピック記 録 を破 りま

した が，その後 で ポー ラ ン ドのウ リズロウ ・

コザ キ ヴ ィク ズが5.69メ ー トル と い う世

界新 記 録 を出 しま した。 彼 は次 に5.73メ ー

トル に挑 み ま した。 結 局 は失敗 に終 わ った

もの の，2回 目の試技 は わず か にバー に触

れ た だ けで，5.7メ ー トル の高 さで あれ ば楽

に越 えて い たは ず なので す。

廼

1954年 ，イギリスのオックスフォードにおける

競技会でロジャー ・バニスターは1，600メート

ル4分 の壁を破った最初の走者となりました。

撫

霧、
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こう した選 手 た ちの 活躍 は確 か に 「よ り

速 く， よ り高 く1よ り強 く」 の精神 を実 際

私た ちの 目の前 に繰 り広 げ て見 せ て くれ ま

す。 では チ ャン ピオ ンは一体 どの よ うに し

て作 られ るので し ょうか。 彼 らを して過 去

の記録 を更新 させ， 表、彰台 の最上 段 に導 く

もの は一 体何 なの で し ょうか。私 は， スポ

ーツ競 技の勝 者 が備 え てい る特 質 は人生 の

あ らゆる試 しの 中 で勝利 を 治め て きた 人々

に もあては ま る もの と信 じて います。

望 み

すべ てが整 い， 語 られ 尽 く した と して も，

実 践が ない 限 り， なに ご とも達成 さ れ は し

ません。 ロジ ャー ・バ ニス ター は，4分 の

壁 を破 った後 で， 希望 とい う言葉 を 「今 ま

で成 し遂 げ て きた以上 の もの を 自己の 中か

ら引 き出す 力」 と定義 しま した。 彼 は新 記

録 を出 した その レー スの 間， 自分 自身 に こ

う語 り続 け たそ うで す。「ロ ジ ャー，た とえ

膝 をつ いて レか 走れ な くな って も， と にか

く走る んだ。」イリノイ大学 の名 コー チ， ボ

ブ ・ツ ピ ックは， 人 間 には どん な時 で も も

うひ とふん ば りす る力が残 され てい る とい

う信 念 を持 って い ます。 彼は こ う言 って い

ます。「力の 限 り走 って，もうこれ 以上 は一

歩 も無理 と思 え る時 で も， も し 目の前 に大

きなラ イオ ンが現 われ た と した ら どうで す

か。 ま た力 をふ りしぼ って走 り出す ん じゃ

ないです か。」

選 手 たちは 肉体 的 な苦痛 に耐 えて訓 練 を

します。 それ は，実 際 試合 の最 中に痛 み に

襲 われた りす る こ とが あ り， そん な時 で も，

試合 は続 けて いか なけ れ ばな らな い こ とを

胆 に銘 じてい るか らで す。不 思 議 に聞 こ え

るか もしれ ませ ん が， 彼 らは苦 痛 に耐 え て
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い る時 に こそ 力がつ い て くる と言 い ます。

肺 を広 げ筋 肉 を伸 ばせ ば確 か に苦痛 を伴 い

ま す。 しか し， それ によ って， さら に力 を

増 し加 え るこ とが でき るの で す。 人生 に お

い て も同 じこ とが いえ ます。

ミシガ ン州 ラ ンシ ング ステ ーキ部 カ ラ マ

ズ ーワ ー ド部 の ジ ョー ジ ・T・ ヨハ ンセ ン

兄弟 は， 大学 時代 の級友 だ っ た ピー ト ・カ

バ ロー の こと を話 して くれ ま した。 彼 は身

長 が1メ ー トル50セ ンチ に も満 たず ，体 重

も45キ ロそ こ そこで したが， 何 として も運

動 選 手 にな りたい と思 って い ま した。 その

カバ ロ ー(ス ペ イ ン語 で 『馬』 の意 味)が ，

ク ロス ・カ ン トリー ・レー ス に出場 しよ う

と決心 し ました。

最初 の年 ， ピー トは何 とか完 走ぼ した も

のの， 競 技場 にた ど り着 い た時 には， 観 客

席 には もう だれ ひ と り残 っ てい ませ ん で し

た。 しか し， 次 の年 には， 前 回 よ りは良 く

な り，3年 目に は観客 が ま だス タ ン ドに残

って い るう ちに完 走 す るまで 進歩 しま した。

4年 目に は観客 は 口々 にこ う言 い まし た，

「今 年 は カバ ロ ーに何 とか優 勝 して もらい

たいね。」しか し，だれ もそ んな こ とが実現

す る と考 えて は いませ ん で した。

それ で も まだ， もしや， とい う期待 は あ

ったの で す。 観 衆 は， ラ ス ト ・スパ ー トを

か けて くる先頭 グル ープ の 中に ピー ト ・カ

バローの姿 が見 えはしまいか と，競 技場 へ続

く丘 の 方 に 目を向 けて い ま した。最 初 に現

わ れた の は長 身の 足の 長 い選 手 で した。 期

待 がは ずれ， ため 息 と もつ か ぬ どよめ きが

起 こ り， 見 物 人の 中 には席 を立 ち始 め る 人

人 もで て きま した。

と ころが， 丘 の上 に突然 ピー トの姿 が見

え てき たの です。 場 内は 騒 然 とな り，声 援

が湧 き起 こ りま した。「走れ ，ピー ト!が ん



ばれ， カバ ロー!」 まる で ピー トが優 勝 し

たか の よう に1位 の 走者 は まっ た く忘 れ ら

れ て い ま した。 人々 の心 には今 日に至 る ま

で 全力 を尽 く して レー スに挑 ん だ彼 の姿 が

刻 まれて い ます。あ る意 味で は，ピー トこそ

真 の勝 利者 と言 える のか も知 れ ませ ん。

個人的な努力

個 人 的 な努 力 とい う点 で私 が知 っ てい る

最高 の模 範 は大 学 時代 の ジム ・ソープ の場

合 です。 レー マ ン人の 血 をひ く彼 は， カ ー

ラ イル ・イ ンデ ィア ン学 校 に通 って いま し

た。 そこで ， だれ も達 成 でき なか っ た数 々

の記 録 を 出 してい き ま した。 彼 は フ ッ トボ
しゆん

一 ルチ ーム の主 力選 手 の ひ と りで非 常 な俊

そく

足 を誇 り， よ く冗談 半分 に， 自分 が どち ら

の 方向 に 走 ってい くか を相 手 チー ムに予告

して いた そ うです。 ボー ルをキ ックすれ ば

64メ ー トルは飛 ば し ま した。

あ る年 には ソー プの 走 る， 蹴 るの大 活 躍

で 強豪 ハ ーバ ー ド大 学 を打 ち負 か した こと

もあ りま す。 また陸 軍士 官学 校 の チーム と

対戦 した こ とが あ りますが， この試合 で 彼

は相 手側 か らのキ ック ・ボール を拾 い上 げ，

そ の まま一 気 に90ヤ ー ドを駆 け 抜け てタ ッ

チ ダウ ンし ました。 しか し， これは 反則 が

か らん で無効 にされ て し まい ました。 しか

し， そ の後 で， ソ ープ は またボ ール を拾 い

上 げ，今 度 は95ヤ ー ドを駆 け抜 けて得 点 を

挙 げて し まい ま した。

陸 上競 技 で連 戦連 勝 の強豪 ， ペ ンシルベ

ニ ア州 の ラフ ァイエ ッ ト単科 大学 チ ーム と

対 抗 試合 を した 時 のこ とで す。 ジム ・ソ ー

1912年 ，スウエーテ ンのス ト・yクホルムで開かれた第5回 オリン

ピック大会において，ジム ・ソーブ は近代5種 競技と10種 競 技の

両種 目に勝利を収 めました。

-醸

薩慧 葦・
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プ は ひ とりの付 き添 い を伴 って その会 場 に

現 われ ま した。 ラ フ ァイエ ッ ト大 学 の方 に

は48人 もの選 手 団で 来て い たの で， おか し

く思 った大会 役 員が尋 ね ました。「カ ー ライ

ル ・イ ンデ ィア ン校 は選 手 がふ た り しか 見

え ませ んが， まさか これ で全 員 という わけ

では ないで しょうね?」 そ れ にソー プが 答

えま した。「い いえ，選 手 は私 ひ とりだ けで

す。 もう ひ と りは マネ ー ジャー です よ。」

そ の 日の試合 で， ソ ープ は， 走 り高飛 び，

幅 飛 び，砲丸 投 げ，120ヤ ー ド・ハー ドル競

争 ， 同 じく220ヤ ー ド・ハ ー ドル競 争 で優 勝

し，100ヤ ー ド短 距離 競争 で は，3位 入賞 を

果 た した ので した。 結果 は71対41で ， カ ー

ラ イル ・イ ンデ ィア ン校 の勝 利 で した。

パ ロル ド ・コ ノ リー は左腕 の骨 折 を何 度

も繰 り返 し， 左 腕 が右腕 に比べ て大 分 弱 く

な ってい ま した。 彼 は左腕 を訓練 し強化 す

るた め に， ボ ス トン大 学 の正選 手 た ち の後

ろの方 で ハ ンマ ー投 げ を始 め ま した。 しば

ら くす る と， 他 の誰 よ り も遠 くへ投 げ られ

る よう にな り，競 技会 に出場 しま した。 後

に彼 は世 界記 録 を破 って， 金 メ ダル を獲 得

して い ます。 彼 は， 自分 の最 も弱 い部分 を，

最 も強 い部分 に変 えたの です。

ボクサ ー の ジ ョー ・フ レイザ ーが こ う言

って い ます。「皆 が皆 ，選 手 に なった り， チ

ャ ン ピオ ンにな れ るわ けで はあ りませ ん。

しか し精 一杯 の努 力 を して， 自分 に磨 き を

かけ る こ とはだ れで もでき るは ずで す。」

自己信頼

世界記録は競技が始まる以前に，すでに

1971年 ，ジョー ・フレイザー は，ニューヨークで開かれたボクシ

ング15回 戦の末，モパメド ・アリに判定勝ち しま した・

ぐ、
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作 られて い る とい う場 合 が よ くあ ρます。

「いず れ200メ ー トル背泳 の世 界 記録 を

更 新 す る人 が出 て き ます よ」 とア メ リカの

水 泳選 手 ジェ ド ・グ レイフ は，1964年 のオ

リン ピック で予 言 し ま した。 そ して， だれ

が その記 録 更新 を す る と思 うか との質 問 に

対 して，グ レイフ は，「私 で す」 と答 え たの

です。 実 際 記録 は 彼 によ って破 られ まし た。

オ ー ス トリア の重 量上 げ選 手 ジ ョゼフ ・シ

ュタイ ンバ ッハは，1906年 ア テ ネで開 がれ

た オ リ ンピ ックの特 別 大会 に出場 した もの

の， ア マ チ ュア資格 に疑 い をかけ られ て い

て， 偏 狭 な観客 か ら非 難 を浴 びせ られ ま し
しようぜ ん

た。 彼 は惰 然 と退 場 し，結 局2位 の ギ リシ

ャ選 手 が優 勝 とい うこ とに なり ま した。 国

旗 が掲 揚 され る と，観 客 か ら歓 声 が湧 き上

が りま した。 そ の時 です。 シ ュタイ ンバ ッ

ハ は再 び会 場 に戻 って きて，優 勝 者 がや っ

との思 い で持 ち上 げ たバ ーベ ル に近 づ き，

頭 上 に軽 々 と3度 持 ち上 げ たの です。

1952年 ， 人間機 関 車 と呼 ばれ たチ ェコス

ロバ キ アの エ ミル ・ザ トペ ック は10，000メ

ー トル と5 ，000メ ー トルの両 レー スで金 メ

ダル を獲 得 し ま した。 彼は 自らこ の勝利 を

祝 して， 今度 は マ ラソ ン競 技 に出場 す る と

発 表 を し ま した。 しか し， 彼 には それ まで

42.195キ ロメ ー トルの 距離 を走 った経験 は

1度 もあ りませ ん で した。

「勝 て る見込 み はあ る んで すか 」 と報 道

記者 に尋 ね られ る と，ザ トペックは答えまし

た 。「勝 て る と思 わ な けれ ば，出場 な んか し

ませ ん よ。」

24キ ロ あた りの 地点 で ザ トペ ック は優 勝

候補 のイ ギ リス の ジム ・ピータ ース にぴ っ
つ

た りと就 いて 走 って い ま した。

「お互 い も うち ょっ と速 く走 ら ない とい

け ませ ん ね」 ザ トペ ックは こ う言 う と， ピ

聖徒 の道/1982年10月 号

ッチ を上 げ， ピータ ー ス との 間 をどん どん

と広 げて い き ました。 そ して 笑み を浮か べ

なが ら勝 利 のテ ープ を切 った ので す。

コロ ラ ド州 デ ンバ ー のプロフッ トボール ・

チ ーム， ブ ロ ンコ スに所属 す る フロ イ ド ・

リ トル は 自分 を信 頼 す る ことにつ いて， 簡

単 に次 のように言 って い ます。「月並 み な人

間 にな りた い と思 い ませ ん。 私 にはで き る

限 り優 れた 人 間 にな ると いう権 利が あるん

で すか らね。」

正 直

古代 におけ る ギ リシ ャの競 技 会 では， ル

ー ル に違 反 した り，審 判員 を買 収 した者 は

罰 金 を課せ られ， 自分 の名 前 と どの ような

反 則 を犯 したか を刻 んだ彫像 を立 てなけ れ

ば な ら ない こ とにな って い ま した。 お そ ら

く古代 の オ リンピ ック にお いて最 も驚嘆 す

べ き こ とは，1，000年 に わた る年 月の 中で，

この 彫像 が わず か13体 しか作 られ なか った

とい う事 実 だ と思 います。 しか し， スポー

ッの世 界で は その よ うなご まか しを しない

とい うこ とは もち ろん， ほ か に も正 直 さ を

求 め られ る場 合 が あ ります。

ゴル フの トーナ メ ン ト競 技会 には， 出場

選 手 が ス コア カー ドに間違 っ た記載 を した

り， サ イ ンを しな い まま スコ アカー ドを提

出 し た場 合 に は 失 格 と な る という決 まり

が あ りま す。 著 名 な ゴル フ ァーで あ る ゲ

ー リー ・プ レイヤ ー は一度 これ をや って，

あ る名 高 い トー ナメ ン トか ら外され た こと

が あ ります。 ス コア リング ・テ ン トに いた

だれ かが サ イ ンす る よ う注意 して やって も

よか った よ うな もの では ない か とい う質 問

を受 けた 時， プ レイヤ ーは こう答 え ました。

「人生 に は責任 とい う もの が あ ります。
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自分 の責任 を他 人に肩代わ りして もらうこと

は でき ませ ん。 これは私 の責 任 で した。 そ

れ を しなか ったの です か ら， その結 果 は 自

分 で引 き受 け なけ れば な りませ ん よ。」

1936年 に開 かれ たベ ル リンオ リ ンピ ック

で は， ヒ トラ ーが 白人こ そ最 も優 れ た民族

で ある と声 高 に叫 んで い ま した。 しか し，

アメ リカ選 手 団の 中 にい た，10人 の黒 人選

手 は ヒ トラー の意 に反 し， い か なる国 の選

手団 も寄せ つ け ない優秀 な成績 を上 げ ま し

た。 その 中で も著 しい働 きを した のが， ジ

ェ ス ・オ ー エ ン ス で し た。 ヒ トラ ー は開

会式 にお いて この オー エ ンス との握 手 を避

け， 黒人選 手 団 に対 す る明 らか な差 別待 遇

を見 せ ました。 これ に対 して オー エ ンス は

た だ肩 をす くめた だけ で， 「いずれ にせ よ，

私 は ヒ トラー と握手 をするため に，はるばる

や って来 たわ けで は ない」 と言 い， 結 果 的

には金 メダル を4つ も獲得 したの です。 走

り高 飛び で， 彼が世 界 記録 を破 った時， 最

初 に彼 をたた え たのは ア メ リカチ ーム の仲

間 では な く，互 いに しの ぎを 削 り合 う中 で

す っか り感 激 して いた ドイツ の選 手 ル ズ ・

ロングで した。

「こん な に素 晴 らしい試 合 は初 めて で す
。

あなたこそ最 高 の人 です。」片 言の 英語 で彼

は叫 び ま した。

オーエ ンスが ロ ングの両 手 を取 って 固 く
いっせい

握 りしめ る と， スタ ン ドか ら一 斉 に拍 手 が

湧 き上 が りまし た。 そ して 、ζ・た りの選 手 は

互 いの肩 を抱 き合 いな が ら， トラ ックに 向

か って歩 き始 め ま した。 ヒ トラー が観 戦 し

ていた に もか かわ らず， 観 衆 は手放 しで喜

び，歓 声 はい つ まで も鳴 りや み ませ ん で し

た。

1932年 ， フ ィンラ ン ドの ラ リー ・レー テ

ィネンは5，000メ ー トル競 争 に優 勝 しま した。
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ア メ リカ の ヒル選 手 は こ の レーテ ィネ ンに

最後 の ホ ーム ・ス トレ ッチで戦 い を挑 み ま

した。 観衆 は総 立 ち とな りました。 ヒルが

追 い越 そ う とす る と， レーテ ィネン は急 に

ヒルの 方 に曲 が って きま した。 ヒルが これ

を反対側 に避 け よう とす る と， また もや レ

ー テ ィネ ンは 彼の 前方 を さえ ぎ るよ う にし

て き ま した。結 局 ヒル は わず かの差 で， レ

ー テ ィネ ン に逃 げ切 られ て しまい ま じた。

観 衆 の レー テ ィネ ンの非 を訴 える声 が や

まず， 判定 員 も優勝 の 発表 が で きな いま ま

1時 間 以上 過 ぎて しまい ま した。 しか し結

局 レーテ ィ ネ ンの行 為 は反 則 には該 当 しな

い という こ とで， 彼の優 勝 が発 表 され た の

で す。

レーテ ィネ ンが表 彰 台 の最上 段 に登 ろ う

とす る と， 彼 を非 難す る観 衆 の大 き な声 が
いっせい
一 斉 に沸 き上 が り

， 競 技場 に響 き渡 り まレ

た。 そ してオ リー ブの冠 が頭 上 に置か れ た

時， レー テ ィネ ンは これ を取 って段 を降 り，

ヒルの頭 に冠 を載 せた の で した。

自己訓練

オ リンピ ック選 手 の トラ ック競 技 コー チ

を務 め た デ ィー ン ・クロ ムェ ルが こ う言 っ

た こ とが あ ります。 「自分 の生 活 の中 か ら，

最善 を尽 くす上 で妨 げ となる もの を取 り除

き な さい。」

プ リンス トン大学 か ら全 米代 表選 手 とし

て選 抜 され た り， プ ロのバ ス ケ ッ トボー ル

で選 手 を したこともある現 上 院議 員 ビル ・ブ

ラ ッ ドレイは，こう語 って い ます。「自分 で

自分 を鍛 えな くち ゃな りませ ん。 一 定 の場

所 を決 め， 続 けて25回 成功 す る まで そこか

らシ ュー トを続 け るん です。 自分 を鍛 えて

お けば 日曜 の朝 で も， ベ ッ ドか らはね起 き



て， 教会 に行 ける よ うに な ります よ。」

モ ル モ ンで あ り， オ リン ピック で800メ

ー トル 走 に出場 した ウエ イ ド ・ベ ルは こ う

言 って い ます。「トラ ックは ま さに試 しの場

です。そこでは 肉体 が欲 しないこ とを精神 が

強制 で きる場 です。きょうは440ヤ ー ドを60

秒 で ，10回 走 り ました。 終 わ りの4回 あた

りは， とて もきつ くて 足が ち ぎれ て しま う

か と思 い まし た。 で も精 神 力で 何 とか走 り

続 け ま した。」

傑 出 した者 とな るた め喜 んで そ の代 償 を

支 払 お う とい う人が あ ま りに も少 なす ぎま

す。 これ は いか な る分 野 におい て も言 える

こ とです。

失敗することもあると
覚悟 しておく

ク リフ ・サ ー シ ュマ ン、は1960年 の ロー マ ・

オ リ ンピ ック大 会 で は，400メ ー トル ・ハ

ー ドル で銀 メ ダル を獲得 した ものの
，1964

年 の 東京 大会 には予選 で敗れ ， 出場 の機会

を失 っ て しまい ま した。 同 じ町 に住 む数 人

のフ ァ ンか らサ ー シ ュマ ンを慰 め る手 紙 が

届 きま した が， 彼は そ の返 事 の 中で こ う書

き ま した。

「私 の こ とで あ ま り心 配 しな いで下 さい
。

ある 人 たち を見 て いる と，か え って私 の 方

が 心配 にな って き ます。

汗 に まみれ ， 肉体 的 に も精 神 的 に も耐 え

て，練 習 を続 け て きた長年 の苦労 が あ っ と

い う間 に無 に帰 して しまい ま した。 しか し

私 は や るだ けの こ とを じ ました。 私 は何 も

しな いで 手 を こまね いて い る よ りは， 失 敗

して も， とにか くカー 杯 や る方 を選 び ます。

学 校 のフ ッ トボ ール チ ーム， 合 唱 クラブ，

勉 強 な ど， どの よ うな分 野の事 柄 におい て
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も皆 さ んは オ リンピ ックに挑 む と同 じ気持

ちで取 り組 む ことが で きま す。 しか し，今

持 って いる 力以上 の こ とを し よう と努 力 し

ない で いて， どう して 目標達 成△ の 自信が

生 まれ て くるで し ょ うか。

・確 か に試合 で敗 れ た時 は無 念 でた ま

りません で した。 しか し今 とな って は， く

よ くよせ ず に もう一度 奮 起 し，一 歩一 歩少

しず っ， 勝利 に向け て進 ん で行 く しか あ り

ませ ん。

私 は 自分で 定 め た 目標 に到達 でき る とは

思 って いませ ん。 見込 み は全 然 あ りませ ん

が， それ で も私 には 自分 を支 え る もの が あ

ります。 希 望 と信 仰 です。

中 に は， スポ ーツ で全 力 を尽 くす こ との

満 足感 や， 学 業 で良 い成 績 を修 めた時 の喜

び，仕 事 を完 成 させ，また，全 力 を尽 くした

とい う気持 ちで それ を振 り返 る時 の素 晴 ら

しい気 持 ち を まった く知 ら ない 人が います。

・頂 上 には部 屋 が幾 つ もあ ります
。 し

か し 自分 で登 ろ う と レない 人の ための部 屋

は ひ とつ もあ りませ ん。」

再 起

ハ ン ガ リーの カ ロ リー ・タカ クスは世 界

的 な射 撃 の名 手 と して知 られ て いま した。

彼 の た った ひ とつ の望 み は オ リン ピックで

優 勝 す るこ とで した。 とこ ろがあ る 日， 車
あ

で 帰宅 の途 中，事 故 に遭 い右腕 を切 断 しな

け れ ばな らな くな りま した。 利 き腕 をです。

タ カ クスの快 復 は， は かば か し くあ りま

せ ん で した。 それ は 肉体 的 とい うよ りはむ

しろ精 神 的 なチ ャ レ ンジで した。 彼 は絶望

の 淵 に沈 んで い ま した。 彼 を助 けた い と思

う人 はい ま した が，結 局 は何 もで き ません

で した。 タ カク スは友 人 を避 け るよ うにな
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りま した。 家族 でさ え彼 が どこ にい るの か

わか らない とい う ような こ とが あ りま した。

しか し， カ ロ リー ・タカ ク スは備 えて いた

の です。 彼 はひ と り引 きこ も って，左 腕 と

照準 を合 わせ る方 の 目を訓練 してい ま した。

それ は普 通 の人 々が考 える以 上 に頭 脳 を使

う訓 練 で した。 次の オ リンピ ック大 会 の時

には タカク スの 準備 は でき てい ま した。 競

技 を終 えた この 片腕 のハ ンガ リー 人は観 衆
かっさい

の喝采 の 中を表彰 台の最 上段 へ と登 り， 金

メダル を その首 に受 け たの です。

タ カク スは射 撃能 力以 上 の もの を私 た ち

に示 して くれ ま した。 人間 の 中 には， あ ま

り使 わ れて い ない が，実 に強 じん な，再 起

への力 が秘 め られ て いる こ とを証 明 した の

です。

彼 は絶望 の苦 しみは敗 北 の し る しで は な

く， それ以 上 の後退 は もう ない とい う こ と

のき ざ しで ある とい う素 晴 ら しい事 実 を 自

分 で発 見 したの です。 か つて私 のあ る友 人

が こう言 った こ とが あ ります。「どん底 まで

行 け ば， 後 は再 び上昇 す る機 会 も出 て きま

す よ。」

チームワーク

中国 に 「片手 で拍 手 はで き ない」 とい う
ことわざ

諺 が あ ります。 人間 の 力を数 える方程 式 で

は，1た す1の 和 は2で なく，11に なる ので

す。一 致 の あ る ところ には 力が あ ります。

1967年6月 ブ リガ ム ・ヤ ング大 学 で全 米

大 学体 育 協会 の トラ ック競 技 大会 が 開催 さ

れ ま した。 この時 ， 南 カル フ ォルニ ア大学

の4選 手 が，440ヤ ー ド ・リ レーで 世 界 記

1936年 ，ジェス ・オーエンス は，ロ

ンドンで開かれた合衆国対イギ リス

のトラック競 技 対抗 試合で，400ヤ
ー ド ・リレーに優勝 しま した。
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録 をち ょうど1秒 下 回 る記録 を出 し ました。

440ヤ ー ド・リレー にお ける38.6秒 とい う記

録 は，100ヤ ー ド短 距離 走 の世 界記録9.1秒

と い うタイ ム と比べ て み るとわ か るよ う に，

実 に素 晴 らしい もの で す。平 均 す る と南 カ

リフ ォルニ ア大学 の優 勝 チ ーム の各選 手 は

100ヤ ー ドを8.7秒 で走 ったこと、になるのです。

同 じ 目標 を持 っ一 人一 人 の力 が合 わ さる

と， よ り大 きな効 果 を上 げ る こ とが で き ま

す。 人生 は共 に力 を合 わせ て切 り開 い てゆ

くひ とつ の 冒険 です。 そ こには導 く者 とそ

れ に従 う者 が必要 で す。 また，互 いに譲 り

合 って進 む こ と と， 同 胞 に対 す る無 私 の愛

が求 め られ ます。

神への信仰

真 実 の勝 者 は，持 て る すべ て を出 し尽 く

した後 に，さらに助 けを求 めて神 に祈 ります。

17歳 のキ ャシー ・フ ァー ガ ソ ンは， ある

時， 背泳 で先 頭 の泳 者 にわ ずか15セ ンチの

差 の ところ で力 泳 して い ま した。 彼 女 の手

足 はほ とん ど感覚 を失 っていま したが ，なお

泳 ぎ続 け ま した。8メ ー トル，7メ ー トル，

6メ ー トル，5メ ー トル と必死 に泳 ぎ続け，

つ い に優 勝 を手 にし まし た。 その栄 光 の瞬

間， 彼女 は 涙 なが らに言 い ました。 「『神 様，

泳 ぎ切 る力 を与 えて くだ さい』 とただ祈 り

続 けて い ま した。」

フ レ ッ ド ・ハ ンセ ンは まだ越 えた ことの

な い高 さ にあ るバ ー を前 に して， 緊張 と不

安 にか られ て い ま した が， そ の興奮 の さ 中

に父か らの 手紙 を取 り出 して読 み ま した。

そ こ には次 の聖 句 が書 かれ て いました。「し

か し主 を待 ち望 む者 は新 たな る力 を得 ， わ

しの よう に翼 をは って ， のぽ る こ とが で き

る。 走 って も疲 れ るこ と なく，'歩いて も弱
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るこ とは な い。」(イ ザヤ40：31)そ の 次の

ジ ャンプ で彼 はバ ー を飛 び越 え，棒 高 飛び

の世 界記録 を達 成 しま した。 ・

ア メ リカ の走者 ギ ル ・ドッズ は， 激 しい

レー ス中， ど うし よう もな い疲 れ と痛 み で，

足 が鉛 の よ う にな るの を感 じま した。 彼 は

試 合 を放棄 した い とい う気持 ち と闘 いなが

ら，心 か ら祈 りま した。「主 よ，私 の足 を進

めた ま え。」 そ して彼 は優 勝 し ま した。

勝者の資質

私 た ちの ほ とん どは， 決 して オ リン ピッ

ク大会 に出場 す る こ とはな いで し ょう。 し

か し，オリンピックのモ ッ トー と精 神 は永遠

の進 歩 を信 ず る末 日聖徒 にと っては非 常 に

深 い 意味 を持 って いま す。 こ うした理 想 は，

私 た ち ゐ生 活の すべ て の面 にお いて絶 え ず

進 歩 向上 を 目指 す よ う動 機 づけ て くれ ます。

全 力 を尽 くし， 歩み を早 め， 真実 の勝 者 と

なる よ う に私 たち を励 ま して くれ るので す。

私 が友 とす る若 人の皆 さ んは， 神 の息子 ，

娘 で す。 も し皆 さ んが神 の子 と して 自分 自

身 を深 く信 頼 し， 主 の祝 福 を受 けて 成長 す

ることがで きるように生 活 を整 えてい るな ら

ば， 主 は その望 む こ とが正 しい もの であ る

限 り， すべ て の願 いを 聞 き とどけ て下 さ る

こ とで し ょう。 もし皆 さん が 自分 の人生 を

有意 義 な もの と し， 奉仕 の業 を進 めるた め

に最 善 を尽 くすな ら， 主が助 けて下 さ るで

しょ う。 主 は皆 さ んの可 能性 を知 ってお ら

れ， そ れ を十分 に発揮 で きる よ うに助 け て

下 さい ます。 そ して， かつ て は考 え も及 ば

なか ったほ どよ り速 く， よ り高 く， そ して

よ り強 く， 人生 を歩む こ とが でき る ように

な るの です。

(注 ：1ヤ ー ドは約91.4セ ンチ メー トル)
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が,だ んだんすきになってきました。

マリアもマリアのかぞくも,ず っと
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れるけど。｣マリアはかφをかがやかせ

ながら,さ けびました。
なに た つ く

｢何か食べられるものも作ろうな。
い

だが,か り入れがおわるまで,ま って
かあ

おくれ。そうしたら,お 田さんがおい
つく

しいものを作ってくれるよ。｣
むら ひと い

マリアは,村 の人たちがかり入れを
み むら ひ と

するのをじっと見ていました。村の人
はな い おお

たちはク〔コッカスの花を入れた大きな

カゴをもってきました。おひるをすぎ
はな

ると,花 をバラバラにするしごとがは

じまりましだ。マリアは,び っくりぎ

ょうてんしてしまいました。称 がi銘の
ひ と いう ちい はな

人たちは,む らさき色の小さな花から,
か

まっ赤なめしべをぬきとりは じめたの

です。そして,め しべをそっとカゴの
なか い はな

中に入れ,バ ラバラにした花をポンポ
やま

ンほうりなげて,山 づみにしました。
はな やま ほう ある

マリアは花の山の方へ歩いていって,
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はな て まえ

花をひとつ手にとりました。前にはあ
はな

んなにきれいな花だったのに,バ ラバ
じ めん うえ

ラにされてしまって,地 面の上でしお

れています。
はな

こんなにたくさんのきれいな花をメ

チャメチャにしてしまうなんて,と マ
お も

リアは思いました。マリアは,し ぶし
かあ

ぶお田さんといっしょに,め しべとり
あか

をはじめました。カゴはまもなく赤い
わか おとこ

め しべでいっぱいになり,若 い男たち
き

が来て,は こんでいきました。すると
き かあ

またからのカゴが来て,マ リアもお母
ゆう

さんもタぐれまで,め しべとりをしま

した。
あ さ'

よく朝マリアは,き のうとっためし
み

べが,た なにならべてあるのを見まし
たいよう

た。スペインのあつい太陽がてりつけ

ると,め しべはすぐにかわいてしまい
とう

ました。お父さんはめしべをつつみに
いち ば

して,市 場へおくれるようにしました。
とう

マリアは,お:父 さんがめしべのつつ

みをトラックにつみこむあいだ,ト ラ
み

ックによりかかって見ていました。｢お
とう か

父さん,わ たし,ど う してこれを買う
ひと はな

入がいるのか,ま だわからない。花を
なに

バラバラにしてしまって,こ れで何が

できるの。｣
とう て

お父さんは手をやすめて,や さしく
み はな

マリアを見ました。｢かわいい花をメチ
ちい

ヤメチャにして,こ んな小さな,き た
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ヨコの鍵
けんそん いの

1.よ り謙遜に祈るために○○○○を

する。
かんむり

4.イ エスはとげのある○○○の冠を

かぶせられた。
しんこう いの お

6.信 仰と祈りにより○○○は起こる。
ふくいん よ つた

8.福 音はこの世の00ま で伝えられ

る。
かみ こひつじ かずおお な

9.神 の小羊,エ ホバなど数多くの名
よ かた

で呼ばれているお方は。
てん ふ しょくもつ

11.天 か ら 降 っ て き た 食 物 。
い だい けいか く

12.偉 大 な ○ ○ ○ の 計 画 。
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作 鈴木則子

(堺 ステーキ部

かぎ 堺第1ワ ー ド部)

タテの鍵
し よ う コ お

1.小 なることより○○なること起こ

る。
ねんそうしゅん てん ぷ おん こ おとず

2.1820年 早春に天父と御子の訪れを
う しょうねん

受けた少年は。
つま

3.ア ブラハムの妻は。
ふくいん だい げんそく ぎ しき ばん め

5.福 音の第1原 則と儀式の3番 目は。
しんかい ばん め かた

7.神 会の3番 目のお方は。
と もの かみ くに はい

8.｢富 んでいる者が神の国に入るよ
あな

り は,ら く だ が ○ ○ の 穴 を … … 。｣
び と あい

10.○00人 を愛せよ。

疲 こたえは47ページにあります。
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一
エイ ちようろう

一"レ ク･A･カ ス バ ー ト長 老 は
,

フPイ ギリスのノッチンがムで生ま

れました。ノッチンがムというのは,

ロビン･フ ッドがすんでいたシャーウ
もり ちか まち

ッドの森の近くにある町です。

ちようろう

カスバート長老:わ たしは,ほ んとう
ちか

にノッチンがムの近くのおしろにす

んでいました。もちろんそこは,口
ものがたり で

ビンフッドの物語に出てくるような

ところです。そこには,ま だノッチ
だいかん だいかん

ンかム代官がいます。代官 は,だ い
しちょう

だいノッチンがム市長をたすけるた

めにえらばれるのです。これは,も
なんぴゃくねん

う何百年もつづいています。
もり おお

シャーウッドの森には,大 かしの
き き おお

木という木があります。大きなかし
き まち ひ と

の木といういみです。町の人たちは
き

ロビン･フ ッドの木とよんでいます。
き にん ひ と た

その木には,12人 の人が立ったまま
はい あな じゅれい

入れるほどの穴があります。樹齢は
ねん

1500年 で,ロ ビ ン･フ ッ ド の か くれ
が

家だったといいつたえられています。
とお おお ひと き み

遠くから,大 ぜいの人がこの木を見
き

にやって来 ます。

ちょうろう か ぞく かい

カスバート長老もそのご家族も,改
しゅうしゃ

宗者です。

ちようろう

カ ス バ ー ト長 老:わ た し た ち は,1951
ねん がつ ゆう

年1月 のあるタベにバブテスマをう
とう じ いま

けました。当時は,今,せ かいのそ
うつく れいはいどう

こかしこにあるような美しい礼拝堂

はありませんでした。わたしたちの
しゅうかいじょ ふる や

集会所は,と ある古い一けん家でし
せんきようし

た。宣教師たちはそこのゆかをはい

で,バ プテスマフオントをつくりま
か ぞ く

した。わたしの家族は,そ のバブテ
さいしよ

スマフオントで最初にバプテスマを
なか

うけたグループの中にいたのです。

わたしたちはとても しあわせで,む

ねをわくわくさせながら,バ プテス
とき てん とう

マの時をまっていました。天のお父
さま さま

様やイエス様が,わ たしたちのバブ

テスマをのぞんでおられることを,
し

知つていたからです。とてもさむい
ひ

日でしたが,バ ブテスマフオントに
こころ

おりていくわたしたちの心は,あ た

たかくもえていました。
か くにん ぎ しき

バブテスマと確認の儀式をおえた
こころ なか き も

あとも,心 の〔Pにあたたかい気持ち

がのこっていました。バプテスマを
かみさま きょうかい はい

うけて,神 様のほんとうの教会に入
し

ったことを知っていたからでした。
き も

その気持ちがあったおかげで,わ た
しゅっぱっ

したちはまた出発することができま
き も

したし,き よく,じ ゆんすいな気持

44
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一
にく

し,肉 ひときれ,う まくいけば,タ マ
じ

ゴひとつだったそうです。みんな,自
ぶん つく た

分たちで作ったやさいを食べて,お な

かをみたさなければな りませんで した。

ちょうろう せんそうちゅう くうしゅう

カスバート長老:戦 争中は,空 襲のサ
いの

イレンがなると,よ くお祈 りをしま
よ なか

した。そして,ま 夜中に,ぼ うくう

こうにかけこんだ

ものです。

ちようろう

カスバート長老は,
こ ども

子供たちについて,
つよ

強いあかしをもって

います。

ちようろう

カスバート長老:こ
ち じょう

の地上にやってく
まえ こ ども

る前に,子 供たち
れい

はみんな霊として
かみさま まえ

神様のみ前にすんでいたのだという

はっきりとLノたあかしを,わ た しは
こ ども

もっています。子供たちは,つ みも
よ

なく,じ ゅんすいなままこの世へや
じ ぶん じ ぶん

ってきます。自分で自分のすること
とし まえ

にせきにんをもてる年になる前にし
こ ども

ぬ子供たちがいますが,そ のような
こ ども かみさま

子供たちは,つ みがないので,神 様

まえ

のみ前にかえっていくのです。｢かの
おさな こ ど も う ひとりこ

幼き小児らは,わ が生みたる独子に
よ はじ あがな

よりて世の始めより陵オりるるなり。｣
きょうぎ せいや く

(教 義 と 聖 約29:46)
ぬし

わたしは,す くい主のこのことば
だい こころ おさ

が大すきです。｢心をいれかえて幼な
ご てんごく

子のようにならなければ,天 国には

いることはできないであろう。｣(マ

タイ18:3)
ぶ たいかい

ども あい

供たちを愛しておられ,
てん とうさま はな

で天のお父様に話 しかけてほしい,
てん とうさま あい かんしゃ

天のお父様の愛にどんなに感謝して
はな お も

いるかを話してほしい,と 思ってい
てん とうさま

らっしゃいます。天のお父様は,い
あい

ろいろなほうほうで,愛 をしめして

くださっています。たとえば;み な
じよう

さんがこの地上にすめるようにして

ステーキ部大会
い

に行くときには,

そのステーキ部の
こ ども あ

子供たちに会って,
だいかんちよう

キンボール大管長

のメッセージをつ

たえるのがたのし

みです。それに,

わたしのあかしを
はな てん

話 したり,天 のお
とうさま こ

父様がどんなに子
いの なか

お祈りの中
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"＼聴 韓 醗赫 灘 齪 鍵

轟鶴
い

｢助けが要 る者 を自分 た ちで助 け… …｣

(モーサヤ4:16)

長崎支部からの報告

げ

醗;轟 鍵

･鞭

薮

.

囹
月23日 午 後4時 頃か ら降 り始 め た雨

は,雷 を伴 い,午 後7時 か ら8時 の

一 時間 に長 崎市 内 で118ミ リメー トル とい

う驚異 的な数 値 を記 録,長 崎 市 を 中心 に大

きな被害 を もた らしま した。
なるたけ

特 に市 内鳴 滝地 区 で は崖 崩 れ で一度 に30

名 の方が生 き埋 め にな り死 亡 しま した。 ま

た東長 崎地 区で は川 が氾濫 して 田畑 が川 と

な り,付 近 一 帯 の家屋 に泥 流,土 砂 が入 り

込み ま した。 道路 は いた る所 で寸 断 され崖

崩れ があ っ た山 は爪 で えぐ られた ような無

惨 な肌 をみせ て お ります。 市 内 を流れ る 中

島川 も氾濫 し,繁 華街 は2メ ー トルの 水 に

浸 り,完 全 に水 没 した 地下 街 に いた人 々は

二 階,三 階 に避 難 す る とい う有 様 で した。

長崎 支部 の教 会員 お よび 家族 には死傷 者

行 方不 明者 はお りませんで した が,一 時 は行

方 のわ か らな い教 会 員が 数名 お り心 配 し ま

した。しかし24日 正 午までには全 員無 事 で あ

るこ とが確 認 され ま した。教 会 員 の中 では,

数家族 が 家屋 の床 上浸 水,崖 崩れ によ る土

鞭 瞭 悟:1濾

･講

灘騨 ､灘

左.福 岡ステーキ部より送 られて きた救援物資

右:会 員 と宣教 師が力 を合わせての復 旧作業

砂 流入,家 屋 の損傷 な どの被害 を受 け ま し

た が,幸 い全半 壊等 の 大 きな被 害 は免 れ る

こ とが で きま した。

長崎 支 部 のあ る建 物 は地下 車 庫 が水 没 し

た だけ で,マ ンシ ョンの2階(礼 拝 堂),3

階(ク ラス ルー ム)共 ま った く被害 は あ り

ませ ん で した。

被害 を受 けた家 族 に対 しては 大雨 の翌 日

(7/24)か ら教 会 員,宣 教 師 が 一 体 と な り

手 分 け して復 旧作 業 の手助 けを し ま した。

暑 さの 中,水 に浸 った畳 や家具 の持 ち 出 し,

流 入 した土砂 の除 去 な どの復 旧作 業 は なか

な か大 変で したが,皆 で力 を合 わ せ て行 な

う こ とがで き ま した。

貯 蔵用 の缶 詰 を さ っそ く担 当の 家族 の と
た

こ ろへ持 って い った り,御 飯 の焚 き 出 しを

した り,相 互 扶助 の精神 が い たる ところ に

発 揮 され ま し た。

ステ ーキ部 か ら もス テー キ部長 自ら運 転

編
翻
謝
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の一カルニユ画ス㌃
1:環灘轟 臨蕪

鱗灘㈱醇

日が 西 に傾 きか け た頃,1日 が か りの 設

営 を終 えた ス カウ トた ちが 中央 広場 に集 ま

って｢友 情 と躍 進 の祭典｣の 開 会 式 が始 ま

りま した。

期 間 中全 員が 集 まる行 事 は,こ の開 会式,

4日 の ジ ャ ンボ リー大集 会,6日 の閉 会式

の3つ だけ です。 その他 は8人 の ス カウ ト

か ら成 る｢班｣ま た は4つ の班 で構 成 す る

｢隊｣の 単 位 で
,多 彩 な各種 の選 択 プ ロ グ

ラム に参加 しま す。 こ う して各 自が 何年 に

もわ た って身 につ け て きた スカ ウ ト技能 と

奉 仕 の精神 を発揮 しあ い,分 か ち合 うので

す。 む ろん全期 間キ ャンプ生 活 をす る ので

すか ら,寝 るた めに テ ン トを張 り,食 べ る

ため のか ま ど,食 卓,イ ス,食 器 洗 い場 を

作 る と ころか ら始 め な くて はな りませ ん し,

マキで 炊事 をす るの です。 したが って スカ

ウ トたち は非常 に忙 しい ので す。

素晴 らしか った 大会 に もつ い に終 わ りが
えい か

や って き ま した。8月6日 の夜,大 営 火 を

囲 んだ 閉会 式の 熱 気は,光,ブ ラス バ ン ド,

国旗,大 会旗,隊 旗 の パ レー ド,キ ャ ン ド

ル サー ビスで最 高潮 を迎 え ました。 少年 た

ちは式 が終 わ った後 も,い つ まで もいつ ま

で も腕 を組 み,肩 を抱 き合 って｢つ なが る

友情,日 本 ジ ャ ンボ リー｣と 歌 い 続け て い

ました。 少年 た ち の心 の 中 に,世 界 スカ ウ

ト兄 弟 の一 員 で あ るこ との喜 びが実 体験 と

して刻 み込 まれ たの で す。

今 か ら4年 後 の ジ ャンボ リー に,さ らに

多くの末 日聖徒 と共 に集 うこ とが でき る こ

と を祈 念 して お ります。(レポー タ ー:石 川

賢一,名 古 屋 第2副 ステ ー キ部長,ボ ーイ

ス カウ ト名 古屋89団 団委 員)

第8回 日本ジャンボリーに

奉仕 して
東京北ステーキ部

.川越ワード部

天野 昭

囹
一 イ スカ ウ ト運動 が

,英 国 のべ ー デ

ン･パ ウエ ル卿 に よ って始 め られ て

か ら75周 年,ボ ー イ スカ ウ ト日本連 盟 創立

6q周 年 を記 念 する 第8回 日本 ジ ャン ボ リー

が 白石 市の 南蔵 王 山 ろくで 開催 され た。

8月2日 夜の 開会 に先 だ って,1日 の午

後,現 地 に到 着 した私 は,早 速 衛生 班 の任

務 につ いた。 その夜 は,.台 風第10号 の余 波

を受 けて午 前2時 頃か ら暴風 雨がひ どくなり,

テ ン トが 飛 ばさ れな い よ うに,ひ と晩 中押

さえ て いる とい う忘 れ難 い経 験 を した が,

ごれ に よって 奉仕 要 員 の絆 は よ り強 固 な も

の とな った。｢神 と国 とに誠 をつ くし,『 お

きて』 を守 るこ とを,名 誉 にか けて実 行 す

る｣と い うポー イ スカ ウ トの誓 い の も とに,

8月4日 午 前.9時 か ら宗教 儀礼 が行 なわ れ

た。 末 日聖 徒 イエ ス･ .キリス ト教 会 は今 回

初 めて,キ ャンプ広 場 内 に礼拝 用 の場 所 が

認 め られ,野 外 聖 餐 会 が,250名 の スカ ウ

ト･リ ー ダー の参加 を得 て,2箇 所 で開 か

れ た。 他 の広 場 で も.,神 道(3,100名 〉,仏

教(2万 名 〉,カ トリック(1,200名),プ ロ

テ スタ ン ト(750名),世 界 救 世 教(1,650
こんこう くろずみ

名),金 光 教(1,500名),黒 住教(32名),

聖 公会･天 理 教(不 明)な どの 各教 宗 派が

別 々 に宗教 儀 礼 を行 な った。

私 は,衛 生 班 で川 越地 区 か ら奉 仕 さ れた
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験町田ステーキ部
独身成人プログラム
｢サ マ ー キ ャ ン プ｣

｢全 き一 日｣を モ ッ トーに

おくさが み

しい大自然に囲まれた奥相模湖青根

国 キ ャ ンプ 場 で,8月19日(木)か ら21

日(土)ま で の3日 間,60名 の参 加 を得 て町

田 ステ ー キ部独 身 成人 プ ログ ラ ムの サマ ー

キ ャ ンプが 行 なわ れ た。
なんじ

ステ ー キ部長 会 か ら与 え られ た｢汝 ら人
あたい おぽ

の値 は神 の前 に大 い なる こ とを憶 え よ｣と

い う テー マの もとに,｢青 春 に 悔 い な し｣

(全 き一 日)と いうモ ッ トー を掲 げ て行 な

わ れ た このキ ャンプ は,1日 目が｢準 備 の

日｣,2日 目が｢実 行 の 日｣,3日 目が.｢報

告 の 日｣と いうプ ロ グ ラム 内容 で,参 加 者

は それ ぞれ に完全 な一 日.を過 ご そ う と努 め

た。

この プ ロ グ.ラム を行 なう に際 し,私 たち

実行 委 員 は体 力 と時 間の不 必要 な浪 費 を避

け る よう に心 が け,特 に委 貝長 は置 かず 心

鰐'勲%｣■w､｣■w､｣■ 聯'㌔■膨v撒%｣■へ耀㌔｣■～辮㌔｣■《卿㌔｣■～郷%｣■～%〃㎜｣㌔ ■㎜ 七㎜%｣■ ～塀ヤ㎜､｣■ ～辮h㎜%｣■ へ〃卿､｣■～膨､｣■《解㍗･｣㎜%｣㎜'｢･脚'｢.｣■w､｣圏

鐙東京 ステーキ部, .東京 西 ステ ーキ部合 同
｢若い女性 キャンプ｣

23名 に｢ヤ ー リング｣の 資格

<等 身大の人形 を使 って人工呼吸の指導 を受

ける｢若 い女性 キ ャンプ｣の 参加者たち

因
型 台風10号 の通 り過 ぎた8月.4日 か

ら6日 まで の3日 間,東 京 ステ ーキ

部,東 京西 ステ ーキ部 合 同 の若 い女性 ガー

ル ズ キ ャンプ が行 な われ ま した。 は じめ に
おおだいら

計 画 して い た神 奈 川 県大平 キ ャンプ場 が,

台 風 の被害 が大 き く使 用 中止 とな った ため,

1日,日 程 を遅 らせ,八 王子 第2ワ ー ド部

で の合 宿形 式 のキ ャンプ とな りま した。
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ロ ー カ ル ベ ㊥:ジ'

多 数 の 講 師 を招 い て

開催 され た
｢学生協会リーダーズ･セミナー｣

国
る7月27日 か ら30日 の4日 間,学 生

協会(LDS,SA)主 催 の リー ダー

ズセ ミナ ーが 国立 オ リンピ ック記 念青 少年

総合 セ ンタ ーで開 かれ た。 これ は,学 生 が

｢将 来,社 会 で大 き な影響 力 を発揮 する末

日聖徒 に な るため に,学 生 時代 に何 を しな

けれ ばな らな いか｣を 共 に考 え るた めに 開

かれ た もので あ る。 今 回の セ ミナ ー には,

女性15名 を含 め,北 は北 海 道か ら南 は鹿 児

島まで 全国 か ら約50名 の参加 が あ っ た。

まず,菊 地良 彦長 老 の米 国へ の転 任 に伴

い新 しく学生 協 会理事 長 となっ た 田 中健 治

長老 の 基調 講演 が あ り,そ の後,オ リエ ン

テー リング,講 演,グ ルー プデ ィスカ ッ シ

ョン,夜 の フ ェス テ ィバル な ど,多 彩 なプ

ログラ ムが展 開 され た。

教 会 員で ある諸 先 輩か ら学 生 に対 す る期

待,学 生 時代 に しなけれ ば な らない こ と,

人生 に対 す る考 え方 な ど,様 々 な提 言が あ

り,そ れ を受 け て熱心 な討 議 が繰 り返 され

た。 これ を通 して参加 者 は信仰 に根 ざ した

学生生 活 を送 る ため の答 え をそれ ぞ れ に得

た様子 で あ った。 そ して｢や る気 の あ る学

生が相 互 に啓発 しなが らバ リバ リ行動 しよ

う｣と 決意 を述 べ 合 い,解 散 し た。 なお今

回の セ ミナー で講演 した方 々 は以 下 の通 り

であ る。(敬 称 略)

●｢は ば たけ学 生諸 君｣田 中健 治 〔地 区代

表,学 生協 会理 事 長 〕

●｢成 功 す る杜 会 人｣松 本 潔 〔東京 西 ス テ

58

一キ部 第1副 ステーキ部長
,内 外証 券(株)

取 締役 社 長室 長兼 人事 部 長 〕

●｢思 い をコ ン トロ ールす る に は｣増 井重

之 〔東 京 ス テー キ部 第2副 ス テー キ部長,

日本教 育 トレー ニ ング･シ ス テム(株)経

営 〕

●｢学 生 伝 道 につ いて｣池 内英 二 〔教 会教

育 部東 京 イ ン ステ ィテ ユー ト･イ ンス ト

ラ クタ ー〕

●｢人 生 設計 と学 生 生活｣新 山靖雄 〔東京

ステ ーキ部 ステ ーキ部 長,イ ンタ ラ ック

(株)代 表 取 締役 社 長〕

●｢福 音 に根 ざ した教育 にかける私 の半 生｣

高 良慎 清 〔大 阪ス テー キ部祝 福 師,奈 良

立正 芸術 学 院校長 〕

●｢末 日聖 徒 の社会 での役 割｣柏 倉仁 〔地

区代 表,三 機 工業(株)勤 務 〕

●｢昇 栄 す るため の備 え｣鈴 木正三 〔地 区

代 表,地 域教 会教 育 部 部長 〕

(レ ポ ー ター:日 本 中央学 生評 議 会会 長･
まさはる

佐藤正温)

学生協会に思う

繕
鹿児島地方部

鹿児島支部

牧 善一郎

囹
回 リー ダ ーズ セ ミナ ーに 出席 す る ま

で,学 生 協 会 に対 して私 はま っ た く

関心 が あ りま.せんで した。｢東 京 で何 や ら始

め て いる｣と い う感 じで しか受 け留 めて い

な か ったの で す。 で も今 回の セ ミナ ー に出
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〔〕一 カル ベ ージ 灘蟻1萎 簸
い や

また兄や 監督 に も癒 しの儀 式 をお願 い しま

した。 神 殿 の祈 りの名 簿 の 中 に も娘 の名 前

が加 え られ ま した。 そ して病 状 は次 第 に良

くな って き ま したが,熱 は依 然続 いて い ま

す。 この子 は 幼 く し て 主 の み も と に 召 さ

れ るの で は ないか と考 え,不 安 な気持 ちに

なる こ ともあ りま した。

妻は,菊 地長 老 に祝 福 して もら えた ら熱

が下 が る ので は ないか と言い ま した。 幸 い

私 たち は菊 地長 老 と同 じワー ド部 に属 して.

い ま した。数 日た って 菊地姉 妹 か ら,長 老

が都 合 をつ け て病 院 に行 く,.と い う電 話 を

頂 きま した。2月4日,午 前6時 少 し前,

菊地 長老 は,娘 の癒 しの ため に病 院 に来 て

下 さい ま した。 菊地 長老 の 片手 と私 の 右手

が娘 の頭 の上 に置か れ,直 美 は聖 な る神 権

の祝 福 を受 け ま した。 私 と妻 は信仰 を持 っ

て臨 み ま した。 ふ た り共 み た まを感 じ,妻

は治 る と信 じて い ま した し,私 も断 食 を通

して証 を 得 ま した。 不 安 な 一 夜 を 過 ご し

た翌 日,24日 間 も続 い た高熱 が下 が っ だの

です。

｢主 は いつ も苦 しみや 落胆 か ら 人々 を解

き放 つ とは限 らない。 一 見不 都合 に思わ れ

るこ とが 目的 を持 った計 画の 一部 で あ った

りす るか らで ある。 苦 難 は,人 々 に忍耐,

堅 忍,自 制 を教 え,人 々 を聖 徒 にす る。｣

(スペ ンサ ー･W･キ ンボー ル)

｢わ れわ れ は神 か ら幸 を うけ るの だか ら
,

災 を も,受 けるべ きで はな いか。｣(ヨ ブ2:

10)ヨ ブ の模 範 に も力づ け られ ま した。

娘 は3月10日,心 地好 い春 の 日ざ しを い

っ ぱい受 け て退 院 し まし た。(ますい･し げ

は る1955年 生 まれ,ひ ば りケ丘 ワ ー ド部

第2副 監 督)

認懸縫 叢
まヨ

羅､鰐
ii醗灘鰍

あたい

｢人 の値 は神 の前 に

おぽ

大 いな ることを憶 え よ｣

刑務官(入 王子

拘置支所勤務)

東京西ステーキ部

府中ワード部

柏 勇一郎

か ら4年 前 の昭 和53年,当 時,私 は

今 鹿 児島 支部 の一 会 員で した。 あ る用

件 で鹿 児 島刑 務 所 を訪 問 した 時の こ とで す。

刑 務 所 の 門を 入る と,受 刑 者 らしい 入々 が

荷 車 を運 搬 しなが ら,額 に汗 して働 いて い

る光 景 に 出 くわ しま した。私 は,用 事 を忘

れ て 立 ち止 ま り,彼 らに見 入 って しまい ま

した。 その時,心 の中 に何 か熱 い もの を感
なんじ

じ,次 の 聖 句 を思 い 出 し た の で す 。｢汝 ら,
おぽ

人の値 は 神 の前 に大 い な るこ とを憶 え よ。｣

(教義 と聖 約18:10)

そ れ以 来私 は,｢天 父 は,こ う した受 刑

者 た ちを どの よう に心 に留 めて お られ るの

だ ろ う。 彼 ら に対 して何 かで き る こ とが あ

る な ら,そ れ は何 だ ろ うか｣と 考 える よ う

にな りまし た。月 日が た って も,あ の 時の 思

い は心 か ら離 れ ませ んで した。 当時 の私 と

い えば,自 分 自身 が何 者 で,ど ん な使 命 が

あ るの か,ま た 自分 の進 路 を どうす るか,

は っ き りと レた確信 を持 てな い時期 で した。

そ うし た一 切 を解 決 す るた め に翌 年3月

に上 京 し ま した。｢こ の私 が刑 務 官 になって
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読者の

異郷の地で

プ テ スマ を受 け てか ら9カ 月 目,大

バ 学 に在学 中1年 間の カ リフ ォル ニ ア

で の研修 に参加 した私 は,異 郷 の地 で信仰

生活 を 送る こ とに な りま した。

現 地 に到 着 し,生 活を始 めてか らす ぐに様

様 な問 題が 持 ち上が りま した。 教 会 の集 会

に出席 して も内容が 理解 で き ず,.そ の上知

人 も友 人 もい ませ んで した。 ま た同 じ屋根

の下 で の共 同生 活 で難 し い 入間関 係 とい う

もの を初 めて経 験 し ま した。 私 は平安 を失

い,人 と神 様 を愛 す こ とが で き ない状 態 に

陥 って しまい ま した。 そ して,も う神 様 か

ら断 ち切 られ て しま うの では な いか と思 っ

てい たあ る 日,一 冊 の本 が 日本 か ら届 き ま

した。 私 はそ の本 を読 ん で泣 き ま した。 声

をあ げて 泣 きま した。 そ して読 んで い る う

ち に何 か体 の 中 に力 が満 ち て くるの を感 じ

ま した。表紙 に は｢聖 徒 の 道｣と あ りました。

毎 日曜 の3時 間 だ けの 集会,そ れ も内容

を よ く理 解 で き な い私 に と って,｢聖 徒 の

道｣は 神権 会 で あ り,日 曜学 校 で あ り,証

会で あ りま した。 私 は｢聖 徒 の 道｣が 届 く

とむさぼ り読 む よ うにな って い まし た。 そ

れは私 に勇気 と真 理 の導 き を与 えて くれ ま

した。 毎 月 欠か さず｢聖 徒 の道｣を 送 って

(題字･イ ラ ス ト/東 京第4ワ ー ド部･渡 辺隆 史･23歳)

下 さ った その兄 弟 に心 か ら お礼 を 申 し上 げ

た い と思 い ます。(東 京 ステーキ部 下北 沢 ワ

ー ド部･野 荻裕 弘･23歳)

人の心をあたためる本

'一プ の教 会 に 改宗 す るま で,私 は違 う宗

(｣げ 教 に 入っ てい ま した。 そ こで も｢聖

徒 の道｣と 同 じよ うな本 が毎 月発行 され て

いま した。 その 本を 読ん で素 晴 らし いと思

い,ま た そ の教 え に感動 した こ と もあ りま

した。 しか し,ど う して も神 様 の存 在 を信

じる こ とが でき ませ ん で した。

そ の よう な時,今 か ら2年 前,こ の教 会

を知 りま した。 そ して いつ の 間 にか,モ ル

モ ンの教 え を 自分の 生活 の 一部 と考 える よ

う にな って いた ので す。｢聖 徒 の 道｣を 読 む

時,ま た 聖典 を 読む 時,｢こ れ が真 理 だ｣と

いっ も感 激 す るの です。 また,教 会 幹 部 の

方 々 の メ ッセー ジを読 む時,胸 の 奥深 く,

大き な感 動 を覚 え ます。

｢聖徒 の 道｣を 読 ん で涙 を 流 した 人,生

きる 目的 を つか ん だ 人,く じけ そう な心 を

支 えて も らった 人 な ど,数 多い と思 いま す。

本 当に｢聖 徒 の 道｣は,あ た たか さ を感 じ

させ て くれ る本 だ と思 い ます。(高 松 ステー

キ部 高松 ワー ド部･谷 明美･15歳)
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